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 幼稚部における 育                                  

    ※ 用 特別支援学校幼稚 教育要領 １   １ 幼稚 に ける教育の基本 

   生 にわたる人 形成の基礎を う重要な 期であり、学校教育法 に規定する  

      標の達成のため、幼児期の特性を まえ、環境を して行う教育を基本とする。 

   教 は、幼児期の教育に ける 方・考え方を生かし、よりよい教育環境を するよう 

   に めるものとする。 

    

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

  教 は、幼児の 体的な活動が確保さ るよう幼児一人一人の行動の理 と に基づき、計画 

  的に環境を 成しなけ ならない。 

 

 

 

     

 

 

     

 

                  

 幼稚部における 育                                  

  ※ 用 特別支援学校幼稚 教育要領 １    幼稚 に ける教育の 標 

 幼稚 では、 との連 を図りながら、幼児の障害の状態や特性及び発達の 度等などを考慮

し、幼稚 に ける教育の基本に基づいて展開さ る学校生活を して、生きる力の基礎を育成す

るよう次の 標の達成に めなけ ならない。 

    １ 学校教育法 に規定する幼稚園教育の 標 

     障害による学習 は生活 の困難を ・ し、自立を図るために必要な態度や  

      習慣などを育て、心身の 的発達の基 を うようにすること。 

第 節 幼稚部 育  

よりよい教育環境のために 
幼児の 体的な活動を し、幼児期に さわしい生活が展開さ るようにすること。 

 ※考慮 幼児は安定した情 の で自己を十分に発揮することにより、発達に必 
      要な体 を得ていくものであること。 

びを しての指導の 心として、 健康、人間関係、環境、言葉及び表現 自立 
 活動 に す らいが 合的に達成さ るようにすること。 
 ※考慮 幼児の自発的な活動としての びは、心身の のと た発達の基 を 
      う重要な学習であること。幼児期には 能力が個別に発達していくの 
      ではなく、相 に関連し合い、 合的に発達していくものである。具体 
      的な指導の では、 びの で幼児が発達していく姿を 々な か 
      ら 合的に え、発達にとって必要な が得ら るような状況をつく 
      ることを大切にすること。 
幼児一人一人の特性に応じ、発達の に した指導を行うようにすること。 

 ※考慮 幼児の発達は、心身の が相 に関連し合い、 な をたどっ 
      て成し げら ていくものであること、また、幼児の生活 が  
      なること。 

幼児期の教育に ける 方・考え方とは 
幼児が身 な環境に 体的に関わり、心動かさ る体 を重 、 びが発展し生活が

広がる で、環境との関わり方や意 に 付き、こ らを り もうとして、 感覚

を か ながら、 行 をしたり、思いを らしたりすることである。 

計画的な環境 成の の留意  
教 は、幼児と人や物との関わりが重要であることを まえ、教 を工夫し、物的・空 

 間的環境を 成しなけ ならない。 

幼児一人一人の活動の に応じて、 々な を たし、 の活動を豊かにしなけ  

 ならない。 

※教 自身も環境の一 である。教 の動きや態度は幼児の安心感の であり、幼児の 

 視 は常に教 に が ていることが なくない。教 が デ として、物への関わり 

 方を すことで幼児の や関心が生み さ る。 
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・基本的な生活習慣の 得 
・規 性、法 性、関連性等の発  
・ 々な 付き、発 の び  
・身体感覚の育成 
・日常生活に必要な言葉の理  
・身体的技能や 表現のための 
 基礎的な技能の 得 等 

 
  ・ 行 、工夫 
  ・ 、 、 、分 、確認 
  ・ の幼児の考えなどに触 、 しい  

   考えを生み す びや しさ 
  ・言葉による表現、伝え合い 
    ・ り り、次への し 等 

・思いやり ・安定した表情  ・自  
・相手の 持 の 容 ・ 心、 心 
・ 、自分への向き合い、 り合い 
・話し合い、 的の共有、協力  
・表現する び  
・ ・形・ などの しさや さに対する 
 感覚  
・自然現象や社会現象への関心 等 

 幼稚部における 育におい 育みたい 力                       

考 成 幼保連 認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育 保育指  会資 幼稚園関係資   

 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 幼 でに育 い                       

考 成 幼保連 認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育 保育指  会資 幼稚園関係資  
 

 

 
 

 

 
 

 

知識及び技能 
（ を知っているか、 ができ 
 るか） 

思考力、判断力、表現力 
（知っていること・できること 
 をどう うか） 

学びに向かう力、人間性等 
（どのように社会と関わり 
 よりよい人生を るか） 

思考力・判断力・表現力等の基礎 
 

気付いたことや、できるようになったことなどを使

い、考えたり、試したり、工夫したり、表現したり

すること。 

学びに向かう力・人間性等 
 

心情、意欲、態度が育つ中で、よりよい生活を

営もうとすること。 

知識・技能の基礎 
 

豊かな体験を通じて、感じたり、気付いたり、分かった

り、できるようになったりすること。 

幼稚部教育要領の５領域（健康、人間関係、環境、言葉及び表現）及び、自立活動の６区分（健康の

保持、心理的な安定、人間関係の形成、環境の把握、身体の動き、コミュニケーション）に示す「ね

らい、内容」に基づく活動全体を通して資質・能力が育まれている幼児の幼稚部修了時の具体的な姿

であり、教師が指導を行う際に考慮するものである。 

「幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」が到達すべき目標ではないことや個別に取り出されて指導する

ものではないことに留意が必要。 

を

の  
幼

児

教

育 

 

を

教
育



－ 3 －  

周囲の環境に や関心を持って 的に き け、 しをもって り く り組み、

自らの びを り って、期 を持 ながら、次につなげる学び。 

者との関わりを深める で、自分の思いや考えを表現し、伝え合ったり、考えを し合っ

たり、協力したりして自らの考えを広げ深める学び。 

と自立 
関係 

自己表現 
相手への 
感情・意識 

思いの伝え合い 
イメージの共有 
共感 のし合い

 
内  
り合い 

対話や話し合い 
的の共有 
協力 

的・具体的な体 の で、 方・考え方 を か て対象と関わって心を動かし、幼児

なりのやり方や ー で 行 を り し、生活を意 あるものとして える学び。 
 

 

 

 

考 成 幼保連 認定こども園教育・保育要領、幼稚園教育要領、保育 保育指  会資 幼稚園関係資  
   

 

 

 

 

 

 
※幼児教育に ける重要な学びとしての びは、 々な形態で 成さ て り、 に す つの学びの と関連さ ながら学びの 

 広がりを意識した指導計画が ま る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        安定感・安心感   や関心    自発性   自己 定感 
 

心・ 心  持 性・ り さ  必要感  り り・ し 
 

 
 

 

 

 

体的な学び 

対話的な学び 

感触・感覚・感動 
みたい  

す いなあ 
な感じ  

深い学び 

行  
・ 付き・発 の び 
な ・どうして 
どうなるのかな 

つけた 

・ ・  
・分 ・確認 
かもし ない 
になり う 

け ど は う 

規 性・法 性・関連性等

の発 と活用 
から になった 

なのは から 
すると になり う 

  びの  
具・ ・用具や の  

・ ・友達との い合い 

びへの  
しさや さの ・ 行   

・工夫・協力・ や   

・ の ・ り合い・  

びの り り 
り り 

日への し 

 

次の びの へ 

の 
 

 で い学 た幼 育における学  

  

環境を して行う教育 

幼児一人一人の行動の理 と に基 
づいた意図的・計画的な環境の 成 

幼児期に さわしい生活の展開 
びを した 合的な指導 

一人一人の特性に応じた指導 
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教育基本法、学校教育法、特別支援学校幼稚 教育要領 

                                 
  ュ ・ ジメン とは、教育内容の質の向 に向けて教育 を とした学校教育 
 の ・ 実を図るものである。 
 

  

 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 ※教育支援 ン A（個別の教育支援計画）とは、特別な教育的支援を必要とする幼児児 生 一人 
  一人のニー に応じた適切な支援を行うために、 期的な視 で 幼児期から学校 までを 
  じて一 し、教育・ ・ ・ 等の関係 関が連 して支援するための計画である。 
 ※教育支援 ン B（個別の指導計画）とは、特別な教育的支援を必要とする幼児児 生 一人 
  一人のニー を具体的な指導・支援に さ るための計画である。この教育的ニー には、本人 
  や保 者の い、 の障害の状態、 らいなどが ま る。こ らに応じたきめ やかな指導・ 
  支援を行うために、指導 標・内容・支援の方法などを り み、学校などで作成する。 
 
 

 
 

学校教育 標 

幼稚 教育 標 

度の を まえた 事項や 度内に する幼児の状況等の共 理  

教育 の 成 日 表 間教育計画 定 計画・ ・日 ・指導 作成 

 
 
             

                       

 
保
護
者
の
願
い
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動 

       

保
護
者
の
願
い
を
踏
ま
え
た
教
育
活
動 

個別 談（合意形成の として、共 理 ・教育計画の 確認 

教育計画（教 作成） 
教育支援 ン （ か 計画） 
教育支援 ン （ 次計画） 
具体的な らい・方 （ 次） 

保 者の いの聴き りや合理的配慮の の  

指導要 の作成による幼児の指導

に ける  
校内の 体会 での報 ・ により、 間

の 組の 及び 事項の 確  

学校教育の  
日 会 日 確認 

 指導の情報・意 （ 的 ） 
指導の 作成・指導内容の  
日の環境 定 

 会 
 

指導の情報・意 （ 的 ） 
・ ・日 ・指導 の や  

 
 

学 会 
（ 回） 

行事等の ・ 等 
学校 体に係る 組の協  

学

期 
学 会 幼児 作成、意 （ 的 ） 

指導の 、 の対応 の  
 

保 者との連  
日 連  

校  
・連 確認 
・指導の 
 情報共有 

 個別相談 ・育児相談 
・具体的な 
 支援 

学

期 
個別 談 ・幼児の 

 状況報  
・保 者の 
 要 確認 

 

度

 

度
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      ※ 用 特別支援学校幼稚 教育要領 １    教育 の と 成等 

 育                                       

 学校に いては、教育基本法及び学校教育法 の の法 びにこの特別支援学校幼稚 教育 

要領の すところに い、 意工夫を生かし、幼児の障害の状態や特性及び発達の 度 びに学校

や 域の実態に 応した適切な教育 を 成するものとする。 

 

 学校における 育 育                            

 教育 の 成に たっては、幼稚 に ける教育に いて育みたい資質・能力を まえつつ、

学校の教育 標を 確にするとともに、教育 の 成についての基本的な方 が や 域と

も共有さ るよう めるものとする。 

 

 育                                

  具体的な らいと内容の組織 

    幼稚 に ける生活の 体を して５領域及び自立活動に す らいが 合的に達成さ 

   るよう教育期間や幼児の生活 、発達の などを考慮して、具体的な らいと内容を 

   組織するものとする。 

  期的な視  

    幼児期の発達の特性を まえ、 学から に るまでの 期的な視 をもって 実した 

   生活が展開できるように配慮するものとする。 

  教育 数 

    幼稚 の 学 の教育 に係る教育 数は、 を標 とし、幼児の障害の状態や特 

   性及び発達の 度等を考慮して適切に定めるものとする。 

 ⑷ 教育 間 

    幼稚 の１日の教育 に係る教育 間は、 間を標 とする。た し、幼児の障害の 

   状態や特性及び発達の 度等を考慮して適切に定めるものとする。 

 

４ 育                                    

  学 の配慮 

    学 、特に 児の 学については、 との連 を にし、生活の や安  

   に十分配慮する。 児の学 の からの 学に しては、安心して生活を すこ 

   とができるよう配慮する。 

  安 の配慮 

    教 による協力体 の 、幼児の 体的な活動を大切にしつつ、校 や校 などの環境 

   の配慮や指導の工夫を行う。 

 

 学部 た 学校で 育 に た                    

  学校 の生活や学習の基礎の育成 

    学 は 学校 の生活や学習の基 の育成につながることに配慮する。 

  学 は 学校に ける教育との な  

    学 は 学校との意 や合同の の 会などを け、 幼児期の終わりまでに 

   育ってほしい姿 を共有するなど連 を図る。 

 

                                

  教育 と学校保健計画、学校安 計画などを関連さ 、一体的な教育活動が展開さ るよ 
 う 体的な計画を作成する。 
 

 

 

 

第 節 育  
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※ 考 特別支援学校幼稚 教育要領 １   ５ 指導計画の作成と幼児理 に基づいた  

指導計画作成から 、 までの のイメージ  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                        

  幼児が自ら意欲をもって環境と関わることにより作り さ る具体的な活動を して、  

  の 標の達成を図るものとする。 

  適切な指導が行わ るよう、組織的・発展的な指導計画を作成し、幼児の活動に った  

  な指導を行わなけ ならない。 

  個別の指導計画に基づいて行わ た活動の状況や結 を適切に し、指導の に める。 

 

第 節 幼 に いた  

発達の理  
 
 
 

障害の状態 
や特性 

性 や発達

の 度等 

指導計画の作成 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

具体的な らいと内容の

定 

環境の 成 

自ら環境に関わって 
活動する幼児の姿と 

教 の支援 

実 と  
 
 
 
 
 

指導の展開 

や  

さ た 、資 を

基に発達の を

する。 

幼児の実態を把握する。 
・障害に係る状況等 
・ や関心  
・ の 度・つま き 
・生活の特  

や 日の から し

てほしいことや身につける必

要があることなどを り

。 

教育 によって、教育の

道すじを しながら、幼

児の生活を大 で し、

の 期に育てたい方向を

確にする。 

らい、内容と幼児の生活

から環境を 成する視 を

確にする。 

など周囲の環境の

を考慮に 、生活の

を大 で する。 

具体的な らい、内容と幼児

の生活の の から、環

境の 成を考える。 

環境に関わって展開する幼児

の生活をあらかじめ す

る。 

幼児と生活を共にしながら、

生活の や幼児の姿に応じ

て、環境の 成などの適切

な支援を行う。 

期の指導計画の 、

などを み重 、発

達の し、 らい、内

容、環境の 成などにつ

いて し、計画の作成

に 立てる。 

幼児の姿を え すと共

に、指導の を行い、

次の計画作成につなげ

る。 

期の指導計画 期の指導計画 
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  具体的な指導計画の作成 

    指導計画は、幼児一人一人の発達に して一人一人の幼児が幼児期に さわしい生活を展 

   開し、必要な体 を得ら るようにするために、具体的に作成するものとする。 

  具体的な らい及び内容 

    具体的な らい及び内容は、幼児の発達の を し、幼児の生活の連 性、 の  

   などを考慮して幼児の障害の状態や特性及び発達の 度や の 度、 や関心など 

   に応じて 定する。 

  環境の 成 

    環境は、具体的な らいを達成するために適切なものとなるよう 成する。幼児が生活す 

   る姿や発 を大切にし、常に の環境が適切なものとなるようにする。 

 ⑷ と指導計画の  

    幼児の行う具体的な活動については、幼児の実態及び幼児を り く状況の 等に し 

   て指導の についての を適切に行い、常に指導計画の を図るものとする。 

 

                                   

  期の指導計画と 期の指導計画 

    期的に発達を した 、学期、 など 期の指導計画との関連を保 ながらより具体 

   的な幼児の生活に した や日などの 期の指導計画を作成する。 

  体 の 性と関連性 

    幼児の発達に して 体的・対話的で深い学びの実現ができるようにすると共に、心動か 

   さ る体 が次の活動を生み すことを考慮し、一つ一つの体 が相 に結び付き、幼稚  

   に ける生活が 実するようにする。 

  言語活動の 実 

    幼児の実態を まえた言語環境を え、言語活動の 実を図る。 

 ⑷ しや り りの工夫 

    幼児が次の活動への期 や意欲をもつことができるよう、幼児の実態などを まえながら、 

   教 や の幼児と共に びや生活の で しをもったり、 り ったりするよう工夫する。 

  行事の指導 

    行事の指導に たっては、幼稚 に ける生活の の で生活に や いを え、幼 

   児が 体的に しく活動できるようにする。な 、 の行事については の教育的  

   を十分 し、適切なものを し、幼児の にならないようにする。 

  情報 の活用 

    幼児期は 的な体 が重要であることを まえ、視聴覚教 やコン ュー など、情報 

   を活用する には、幼稚 生活では得難い体 を補 する等、幼児の体 との関連を考 

   慮する。 

  教 の と活動 に応じた適切な指導 

    教 が理 者、共同作 者など、 々な を たし、教 が な関わりをもつことが 

   重要であることを まえ、幼児の発達に必要な豊かな体 が得ら るよう、活動の に応 

   じて、適切な指導を行うようにする。 

  幼稚 体の教 による協力体  

    学校 体の教 による協力体 を作りながら、一人一人の幼児が や欲 を十分に  

   さ るよう適切な援助を行うようにする。 

 

４ 幼 に いた                                

  の実  

    幼児一人一人のよさや 能性などを把握し、指導の に生かすようにする。 の 、  
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   の幼児との や一定の基 に対する達成度についての 定によって えら るものでは 

   ないことに留意する。 

  学 や 学校への き  

        の 性や 性、次 度 は 学 や 学校などに の内容が適切に き が る 

   ようにする。 

 

幼児理 に基づいた の  

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                           

 

 

 

 特に る                                        

※ 用 特別支援学校幼稚 教育要領 １   ６ 特に留意する事項 

  幼児の指導に たって 

    障害の状態や特性及び発達の 度等に応じて具体的な指導内容の 定を工夫する。 

  重 障害を有する幼児の指導に たって 

    的な知識や技能を有する教 間の協力の での指導や の 及び の の  

   の指導・助言を めるなど、 人的な発達を すようにする。 

  個別の教育支援計画の作成・活用 

    及び 域 びに などの を行う関係 関との連 を図り、 期的な視 で幼児 

   への教育的支援を行うために個別の教育支援計画（教育支援 ン ）を作成し、活用する。 

指導の らい及び内容（幼稚園５領域・自立活動６区分）を まえ、 標達成に向けた環境の 成・教 の工夫 

幼児一人一人のよさや 能性などを把握 
※幼児の実態（障害の状況や特性・発達の 度等、生活の ・行動・表情等）を把握する。 の 、 の幼児との  
 や一定の基 に対する達成度についての 定によって えら るものではないことに留意する。 

実 の活動や教 の指導・支援 

日の  
幼児一人一人の ー の （ ） 

 幼児の行動と （心の動き） 
 幼児の発達の姿 

教 の指導の り り（ ） 
 指導の方向性と内容の   
 環境の 成の  
 関わり方の  

情報 （ 的 ） 

※幼児のよさ・持 に視 を てて 
を し でいたかな 表情はどう ったかな  

成 したと感じたこと。 容の となったこと  
 

幼児の実態と らいと指導内容は ったかな  
がもてる環境の 成になっていたかな  

幼児の 持 に応えら ていたかな  

日の から幼児の 持 の理 や、発達している姿、成 の期 、 容等を まえ、幼児の 
 一人一人の特 を え す。 
指導内容の しを行い、 ・ を 確にする。 
具体的な指導の手立てを する。    環境の 成を行い、指導内容を する。 

学期 の    
知 の作成や、 会での  

 らいと方 から幼児の成 した姿を り、 を 確にする。 
 個別 談で保 者と 等の共有や支援等の要 を確認する。  
 次学期への指導に する。 

度 の    
※ の 性や 性、次 度 は 学 や 学校などに の内容が適切に き が るようにする。 
幼児の成 した姿、 等の 理 （ 会で ） 次 度への き ・連  
指導要 の作成  
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健康な心と体     自立心    協同性      道徳性・規範意識の芽生え 

社会生活とのつながり      思考力の芽生え    自然との関わり・生命尊重 

数量や図形、標識や文字などへの関心・感覚 言葉による伝え合い 豊かな感性と表現 

 ⑷ 幼児に適切な指導を行うため留意事項 

    早期からの教育相談との関連を図るなど、次の事項に留意する。 

   ア 視覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校 
      幼児が聴覚、触覚及び保有する視覚などを十分に活用して周囲の状況を把握できるよ 
     うに配慮することで、安心して活発な活動が展開できるようにする。また、身の回りの 
     具体的な事物・事象及び動作と言葉を結び付けて基礎的な概念の形成を図るようにする。 
   イ 聴覚障害者である幼児に対する教育を行う特別支援学校 
      幼児が保有する聴覚や視覚的な情報などを十分に活用して言葉の習得と概念の形成 
     を図る指導を進める。また、言葉を用いて人と関わりを深めたり、日常生活に必要な知 
     識を広げたりする態度や習慣を育てる。 
   ウ 日本語の習得に困難のある幼児への配慮 
      海外から帰国した幼児や生活に必要な日本語の習得に困難のある幼児については、 
     安心して自己を発揮できるよう配慮するなど個々の幼児の実態に応じ､指導内容や指導 
     方法の工夫を組織的かつ計画的に行うものとする。 
 

 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

育みたい資質・能力 
 
 
 

第４節 埼玉県における特別支援学校幼稚部で育みたい力 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

知識・技能の基礎 思考力・判断力・表現力の基礎 学びに向かう力、人間性等 

自分らしさを発揮し、友達と共に よりよく生きていく力の育成に向けて 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい１０の姿 

自立活動の６区分 

健康の保持  心理的な安定  人間関係の形成   
       環境の把握   身体の動き  コミュニケーション 

 
 
 
 
 
 
 

視覚障害特別支援学校 
※塙保己一学園 

 

触る手（触察・手指の操作） 
聞く耳（思考・空間認知） 
体づくり 
（基本の動き・ボディイメージ・歩行） 
弱視の幼児視覚活用（視覚補助具の活

聴覚障害特別支援学校 
※大宮ろう学園、坂戸ろう学園 

 

視る力（視覚活用） 
聞く耳（聴覚活用、聞こえの管理） 
言葉の力（手話、日本語、言語概念） 
確かなコミュニケーション 
（意欲、態度、能力） 

幼稚園教育の５領域 

健康  人間関係  環境  言葉  表現  
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 る幼 学 に る支援        

 安心・安 な環境（人的・物的）で意欲を育 支援 

視覚障害のある幼児は、 えないことから 安になりやすいため、安心した 持 を持てる

よう手をつない り、 かい をかけたりするなど、幼児の かな心の動きに応 するように

心 けている。安心した 持 は、幼児の 体的な活動を す基 となるので、視覚障害のあ

る幼児にとって教 の に基づく関係は大 重要である。 

手指や の感覚から周囲にある情報を得るなど、視覚を補えるような環境を える配慮を

行っている。自分から 動しようとする意欲を大切にし、物の配 を 定したり、 には障

害物を か 、歩行の手がかりとなる手すりを り付けたり、 ー など、 の かな

感覚から自分のいる を把握できたりするような工夫を行っている。 

 自分でできる基本的生活習慣の育成 

を には自分で 習しやすいように、 が で し とりのあるものを保 者

に いしている。 を る の持 手の が分かるように、 の ろの や ボンの

の に り た 等で をつける工夫をする。 る動作一つ一つに かい言葉かけを え

て まし、大人の支援を 々に らして一人で ができるようにしている。 

事に いては、 の の の を 定し、 物の配 が分かるようにしている。

の が など、 ーンですくいやすい や、 い を やすい い など、幼

児に合った適切な を うことにより、自分で る 持 を育てている。 

 感でつか 、確かな思考形成 となる体  

  身の回りで きている事象を把握するために、 感を十分に活用できるように している。

触覚と聴覚を活用することは大 有 である。触ることが しく、触ったら心 よかったとい

う を く み、触る手を幼児期に育てている。実物に触 る 会を作り、触り方を教える。

確かな概念を形成するには となる体 活動を重視し、触るものを する。 え の概念

を育てるには ュー や 等、分かりやすいものを び、手で に から 、葉、

までたどるよう支援する。 
   聴覚を活用することは、外 への ・関心を広げる になる。対象物に向かって手を

す ー ン が 現しにくい視覚障害のある幼児にとって、聴覚活用は重要である。 こで、

の る 具などを用いて びに うようにしている。 しい びであることが分かると、

のする方に向かって（ を定 して） 動する意欲を育てることができる。聴覚は、空間の

広がりを把握することにも 立つ。 して、聞こえる 情報を 理して伝え（ の 、 、

の き 等）、言葉の概念を育てる。 の 、 ー （視覚障害者が、耳で聞いた情

報 けでもの とを理 できたと思ってしまうこと）にならないように、実体 を うように

することが大切である。実物での体 が難しいときには、 を するようにしている。 
   また、幼児が聞くことに しているときには、大人が の状況を げないように るこ

とも必要である。大人の 計な かけや な ましなどが、幼児の を 切 さ ること

がないように かな環境を作る。情報が必要なときには的確な言葉で し、 して感覚を

活用しているときには 計な を えないという配慮が大切である。 
⑷ 動くことが しい基本的な体づくり 

   動の基本となる動作は、歩く・ る・ げる・ ことである。視覚に障害があると よ

う ま ができないため、 動に を けている。手とり とりで に体の動かし方を教

えることが必要になる。 には 具などを用いて実 に しみながら体を動かす活動を行い、

を す心 よさを わい、健康な体を作る。実 に体を動かしながら、 かい身体の や

ボディイメージを育てていくことが大切である。 
 

第 節 特別支援学校で に たい支援 

 １ 視覚に障害のある幼児の生活と学びを豊かにする支援 
  保 者に り う かい支援 
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 また、手と指は の とも言わ 、視覚障害のある幼児にとっては、外 を知るための

となる。 えないため、物の が分から 、物に手を す行 が難しい。幼児のす

くに を持た るような の る 具を くなど、環境に配慮している。手でに る、動か

す、触る、 す活動を支援し、基本的な手指の 能を めていく。 
 えない、 えにくくても学 る環境 

の幼児を指導する には、周囲にある物の配 を 定する工夫をしている。物の が

自分の を知る （ ン ー ）となっている。 ン ー を手がかりにして一人で

動ができるよう支援をしている。 
物を する には、 組みのある や、 ーを用意し、物を手 りで触 るように工夫

している。物を触る には、 体 がつかめるようにま は 体を大きくたどり、次に かい

を るように触るよう支援をしている。 
  弱視の幼児が 視力を十分に活用できるための工夫として、 の るさを幼児に応じて

適切に したり、 で や 、本を やすい 度にしたりしている。本などについて

は、コン や いが であり、 など、 合いの区別が分かりやすいものを

でいる。 
  また、視覚補助具として、 大 や、 ー 、 用・ 用 ン 、 、 の

大ア 、 を知る用具として、 計や に 数字の 計を用いている。外での

活動に いて の しさを感じる 合には を 用し、つ 広の を るよう支

援をしている。 
 共に生きる びを わえる 間づくり 

  視覚障害特別支援学校には、 けでなく弱視など、視覚障害に係る 々な障害の幼児が

う。 えにくさを補う配慮さ た環境の で共に しく関わりあえる友達の は 重であ

る。幼児自身が感性や思考を か ながら、 には自分の ー に合わ てしっかりと活動に

り組み、自分らしく び びと自己実現を図 る となるように環境を えている。幼児同

や、教 との関わりの で かい人間関係を き、 関心を広げ、 体的に学 うとする

基礎的な力を育てている。 まし合い、 持 が き合える 間がいる を わえるように

していく。 
 

 る幼 支援                          

 
 安  

                       
には、障害物は か 、 のある物には ション を り付けるなど、安 に配慮している。

弱視の幼児のために や には で 意を している。 
 自分でできる環境 （ ー、 、 、 ） 

 
 
 
 
 
 
 画用 や、 ー 、触って分かる ー などを り、自分や友達の ー、 などが分かる 
 ようにしている。幼児 との ー を用意し、自分の物の が分かるようにしている。 
 
 
 

ーの ー  
と の ー  
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 自分でできる環境 （ の 定） 
 
 
 
 
 
 
 の幼児には、自分の ーの が分かるように ー を いている。教 の は、常に 
 同じ物を るようにし、自分で り、 づけたりできるようにしている。 の も 定し 
 ている。教 内の の も同じ になるように、 ー で をつけている。 や ーの 
 は、幼児の導 を考えている。 え 、ある 児は、 ーに をつけて 動すると自分の 
 に行くことができるようにしている。 
⑷ 自分でできる環境 （ 事） 
 
 
 
 
 
 

 

 自分で る 習用の である。持 手に向かって ーンを動かし、 のまま に動かすとすく 
 って ることができる。弱視用の は が く、 は の りが えやすくなっている。 の 
 の で を く を め、常に同じように配 をする。 
 自分でできる環境 （ ） 

 
 
 
 
 
 
 保 者に をして は 、 ボンは の持つ にボ ンをつけてもらっている。弱視の 
 幼児はコン のある が やすい。日々、 習をして自分で えができるようにしていく。 
 実物に触 る 

 
 
 
 
 
 
 実物に触 ることを大切にして り、 関には の や の実、 や 物などを いている。 
 育では、実物大の ジ の を った。 の学習では、 まき（ え）から までを体 
 する。 したさつま は、 めた 葉で き 会を行ったり、 を 々な形に切って ン 
 びをしたりした。 
 具 

 
 
 
 

                                 
 の さい た は、 、 、 動の る も で 。 ボー とし は、 がり  
 ていく 道と イ の を し 。 コ ー や、 シ ン付き の は、  
 指と人 し指・ 指を にして をつまみ、 に たり、 を で ったり、 や を し  
 りする。 は、き いな が るさま まな を って 会を行っている。 
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 視覚補助具 
 
 
 
 

                                  
 弱視の幼児には、補助具を 的に っている。 大 は、 大の に やコン を  
 えることができる。 は、 くのものを 大してはっきり る に う。 は、 
 や などを し、 大して る や、行事の 学に う。 は、 しい姿 で り 
 いたりする に う。 
 教 ・教具 

 
 
 
 

                                  
 
 
 
 

                                  
 
 
 
 
 

                                  
ン ー 教具 （ さの 、 い 、 ン ー）は、感覚を さ 数や量を学

ことができる。 は弱視の幼児のために、 のコン や、 るさに配慮した教 である。 
作の 間に作った くもの は、 ー イ ーという き る や、立体コ ー、切り な

どを って、形をイメージした。 文字は、触覚も って らがなや数字を覚える。 で を

している。 文字 が やすい 計と 計を 、 が分かりやすいようにしている。

としたり、はめたりする教 は、手指を動かしながら学 。 内に を き、 動を日常的に

し 環境をつくる。自分の身体を支えたり、 さの感覚を感じたりすることができる。 イン

ニ のボー 。 ンジ で に があり、安 にボー びを しめる。 に ン

ンを らさげて的を作り、 たったときの を しみながらボー げの 習をしている。 ン

ンに をつけ、弱視の幼児が やすいように工夫している。 
 教 ・教具（はさみの い方 弱視の幼児への 的指導） 

 
         はさみの 期指導には、大人と一 に ミを開いたり、 じたりできる補助  
         ミを う。 ミは、 で開くため、一人でも いやすい。 に って切る 
         習では、 の のように切る を やすくする工夫をしている。 の くで、

は        はさみを う には、安 のための保 メ を う がある。 
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 特別支援学校幼稚部                            
    

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ る幼 支援                              

  が に障害があると分かった には、保 者は に大きな 安と みを く。こうした

に、保 者が が の障害をどのように 容するかが、 の の ましい成 ・発達に大きな

を えることが い。 向きな 持 で育てていくための保 者支援を行うことが大切である。 

  話を聞く（ 聴） 

   保 者は 々な みや 安を えている。保 者が安心して自分の 持 を話しても大

夫な と感じ ることが大切である。 し方や のかけ方など、 かな にも配慮が必

要である。幼児がこ まで育ってきた や、 でのでき と、 のときに感じた保 者

の 々な思いなど、 の る話も い。保 者をしっかりと け め、話に耳を けること

が より大切である。 

   保 者は 育ての が ない に、幼児に障害があ どうやって育てて いか分から

、 安になることが い。 は自分が生 ことで、周りの視 や心ない言葉に つい

ている 合もある。保 者の心に配慮し、ともに幼児を育てていくという姿 が必要である。 

  え方のシミュ ーション 

   幼児の実 の視力や え方などが大よ 分かる 合は、シミュ ーションを行ってもらう。

保 者に幼児の えにくさからくる を理 してもらうことは大切である。幼児の 合、

しでも えていると、周りの大人からは日常生活では、 自 なく動いているように ら

てしまう。 学校のように文字や かなものをよく るといった が ない 、幼児自

身も生ま てからくっきりとものを たことがないために、自分が えにくいの というこ

とに 付か に している。 

   実 にシミュ ーションを行うことで、ど な 合が えにくいのか、ど け が

力しているのかを理 してもらう助けになる。生活の で がないように していても、

実はとても しているので、 えやすくするための工夫や環境について保 者自身に理

してもらうことで、幼児は安心して るようになる。 

  同 や、 保 者の活動を る 会 

   保 者にとっては現 の生活 のものも 安であるが、 についてもどうなっていくの

か 安を えている。 し の しがもてることは、安心して したり、 に向かう

持 を育てたりする でも いがある。 の活動を ることは大きな みとなっている。 

日 表 定の理  
一日の生活の が るよう 日 としている。 
日常生活で必要な力である ・ え・ イ

付け を日 に り ている。 
のびのび イ は、 方からの 学の配慮や 々

な障害のある幼児への対応を考慮している。身体づ

くりなどの 動や、幼児の学びに応じた

別学習など、幼児が自らのびのびと活動できる 間

としている。 
自 び は、幼児の ・関心の広がりや 間

とのかかわり合いを大切にしている。 
障害が理 で体の動きを さ ることが い。

身体づくり や 動 び 、 歩 では、 々

な身体の動きができるよう、 感触・ 作 び や

び では、情操、表現する力を育てるよう

工夫している。 
帰りの会 では一日の生活の しい り りを行

い、 日の活動に期 が持てるようにしている。 
には、保 者との連 を図るために 個別相

談 を行っている。 

間      
9:15 校 
9:30 ・健康 察・ え・ イ  

のびのび イ ・ の会 
（ 別指導・ 体操・自 びなど） 

10 50 まり（ 確認・ 等） 

11 00 定 び 
（ 歩、感触・ 作 び、 動 び、

び、 別等） 
11 40 自 び・ イ  

12 00 ・ ・ き・ 付け 

13 00 自 び・ イ ・ え 

13 30 帰りの会 
13 45 校 
14 30 個別相談（13 45 14 30） 
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⑷ 同じ障害のある をもつ との の  

 同じ障害のある をもつ 同 が を図ることは大切である。ど な に をつけて育

てているか、共 の思いを感じたり、情報 をしたりすることで、 が に対する関わり

方が ってくる。 

  保 者学習会の （ 成 度） 

 期日 内容 

１回 １０日（ ） 保 者の 合わ 、一 間の 定 

回 ６  １日（ ） 校 との 談会 

回 ６ １５日（ ） 幼稚 事との話し合い（保 者学習会の の 定等） 

回 １１日（ ） について（ ・実技） 

５回 １ 日（ ） 本校 教 （ の 事者）の体 談 

６回 １０ １ 日（ ） 学 の保 者との話し合い（体 談） 

回 １１ １５日（ ） イン ニ の体  

回 １ ５日（ ） 弱視体 （ ・体 ） 
 

体 の  

 

 

 

 

 

 

 育                                       

 教育相談の 組状況 

ることは、 を向け合う人との関係づくり、 ろうという 関心、やってみたいとい

う意欲、行きたいという 動・ 動の力、 してものの を し など、 々な発達を す

ものである。適切な視覚への配慮は、視力の発達にとどまら 、幼児 体の発達に を及 し

ている。 うしたことから、 幼児支援と 育てに関わる保 者支援が必要であり、教育相談は

幼稚 学 の早期から、特に視力発達が な 早期である０ 児からの相談が重要である。 

本校では、０ 児の 幼児も定期的に教育相談児として うことができる。 児 で

あっても の事情などで本校に を か に必要に応じて教育相談を けることができる。 

度の実 状況は のと りである。な 、相談については、基本的に 内 域の方を対

象としているが、 考までに相談に た方の を た。    （ 成 日現 ） 

定期的 校相談回数                   

 回数 人数 相談者の  

５ 児 １回 １   

日  

行  

さいたま  

児 回 １００  

１ 児 回 １６  

０ 児 １回 １  

本校 外の会 での相談回数                   

 回数 人数 相談者の  

児 ン ー 回  さいたま ・  

保健 ン ー １回 １   

等学校 １回 ６  ・行  

さいたま 合教育相談  １回  ・さいたま  

幼稚園・特別支援学校   行 ・さいたま  

・保健 ン ー  １０  行 ・日 ・ ・ ・ ・  

定期 校相談回数          

 人数 相談者の  

５ 児 ５   

行  

さいたま  

外 

児 １  

１ 児  

０ 児  

 

保 者に ら 、保育関係者、 、 関係者からの相談も け付けて ります。 え方や 育てに関

する相談は、 まで に 連 く さい。 

             特別支援学校塙保己一学園幼稚  教育相談 

             話 ０ （ １） １ １  ０ （ ）１０１５ 
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 実 の支援内容の  

   ア 具などの教 を し、幼児の び方を 察する。 

   イ 察の から幼児の え方、身体の動かし方の特 をつかみ、 やすい、動かしやすい 

     支援を行う。保 者が実 の を ることにより、幼児との関わり方を学 でもらう。 

   ウ やすい、動きやすい、分かりやすくするための工夫を する。 
    え方や、 の 、 用の状況から必要に応じ 関を する。 
    生活の で困っていることや みに耳を け、具体的な支援方法を伝えたり、 考図   
     を したりする。         

 特別支援学校幼稚部における学 に た                     

  視覚障害特別支援学校の 間指導計画  
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   視覚障害特別支援学校の日  

   重 学 （５ 児） 日                        

日（ 日） 

 

ら 

い 

・ コ ーの えの体 を して の葉の形や大きさに 付き、 の え方 

 を知る。                 （知識・技能の基礎） 

 

 

 

コ ーの えの を聞いて、

手 や え方を知り、 しを持って自

分から り組もうとする姿が ら た。

友達と一 に活動を しめたことも大き

な成 である。弱視なのでじっくり る

ことや 行 の 間を めにとるよう

に 間 定に配慮が必要である。 

・ と手の協応を図る活動を して、 行 して り組 。 

                      （思考力・判断力・表現力の基礎） 

・友達と一 に ことで心 よさを わう。 （学びに向かう力・人間性等） 

物 

的 

環 

境 

の 

 

成 

 

 

 

 

自 び 個別  教  イ ー   ー  

内（言葉による伝え合い、豊

かな感性と表現） 

・ （ や 、 

ーボー 等） 

・ 、まま と 

・つみき 

・ 本 

 

外（健康な心と体、協同性）

・ 定 具、ア  

・  

・ 、 ン  

・校 、 、  

（数量・図形、文字等への関心・感覚） 

１ さし 

の  

も結び    

とし（ イン ） 

の の  

 

 

 

       

        

 

 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 配慮事項 指導の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校する。 をする。 

自分の ーを す。 

ュ の の 持 を

ーに す。 

えをする。 

 シ の ろ、 ボンの に

付いている のところを持

って る。 

    
 

、手 いをする。 

自 びをする。  

付ける。 

に を わす。 

 くにいる友達の を知ら 、

を す。 

 

定の に 持 を くように

かけする。 

えら るところは一人で行い、

できない 分を一 に手を えて援

助する。 

 に い を るように を

かける。 

イ で必要な支援をする。 

物で一 に し 。 

保 者に な活動を伝える。 

自分の ーを一 に し、

持 を くよう をかける。 

連 に を し、内容を把握し

て く。 

えの に、持 手の （ボ

ン等）を りに、 を間 えな

いように る。 

 を活用し、 い （ に

る）、 る （ の 外

に く）を 確にさ る。 

イ までの 動の安 に を

配る。 

自立活動６区分 

幼稚園教育要

領５領域 

幼児期の終わり 

 までに育ってほ 

 しい１０の姿 
健康の保持 

心理的な安定 

環境の把握 

身体の動き 

コミュニケーショ

ン 

健康 

健康な心と体 

自立心 

の会をする。 

 （ ー ） 

 ・ ・ ・ び 

 ・日付と本日の 定 

 ・ コ ーの を 察 

  と触察 

 ・ の話 

 ・ の  

分補 をする。 

の会の進行に耳を けるように  

 かけする。 

 コ ーの の葉の形や大きさ 

 など、手で触った感覚を言葉にする。 

 え方の を聞くように す。 

 で えをすることを伝える。 

の会で、一日の生活の しが

持てるようにする。 

 の に 聞 を く。 

 安心して触 る環境を作る。 

 触り方を支援する。 

心理的な安定 

人間関係の形成 

環境の把握 

コミュニケー

ション 

人間関係 

環境 

自然との関わり 

思考力の芽生え 

をか り、外へ 動す 

る。 

コ ーの えをする。 

 

 

外 びをする。 

手 いや、 分補 、 を

する。 

に安 に 導し、立 を すよう

きかける。 

 シ の い方、 の え方、

のやり方を教える。道具を づけさ

、手 いを補助する。 

びたい 具へ安 に 導する。 

 十分身体を動かすよう きかけ、

手な 動に できるようにする。 

を し、外 への き えを

す。 

には の 別になっている

を立てて く。教 と一 にや

って道具の い方に慣 る。 

身体の動かし方を覚えら るよ

うに、 をかけたり、手を えた

りして一 に動く。 

健康の保持 

心理的な安定 

環境の把握 

身体の動き 

健康 

環境 

健康な心と体 

自然との関わり 

別学習をする。（ イ

ー ） 

 １ さしに り組 。 

  の に り組 。 

  も結びと もほどき 

   をする。 

  としをする。 

やり方を教え、一人で り組めるよ

うにする。 

 を終えたら、次の ー に進

ように をかける。 

  

を一つの ー に一つ

して、 しを持 やすくす

る。 

 戸 っている 合は、手を えて

一 に り組 。 

心理的な安定 

環境の把握 

身体の動き 

環境 

思考力の芽生え 

数量や図形、文

字などへの関

心・感覚 

  

１  
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自 びをする。 

 

 

付ける。 

や、手 いをする。 

やりた うな びや 日の きの

びを思い し、 きな びを る

よう支援する。友達の びに関心が

持てるように う。一 に しみ、

びを広げる。 

であることを伝え、 物を

一 に づける。 

に け で手 いをするよう

をかける。 

友達との関わりが持てるように、

周りの友達の を知ら る。 

 くの友達の びの で一

に うな友達を うよう支

援する。 

ン け の き は 定し

て く。 

健康の保持 

心理的な安定 

人間関係の形成 

環境の把握 

身体の動き 

コミュニケー

ション 

人間関係 

道徳性・規範意

識の芽生え 

社会生活との

関わり 

豊かな感性と

表現 

の をする。 

 

を る。 

 

 

 

等を 付ける。 

  

きをする。 

事に必要なものを ー に く。 

ーンや ー の持 方、すく

い方を支援する。 

 手や が たら、 し りで

くように をかける。 

 

自分のものを 付けるよう、 をか

ける。 

げ きをする。 

 をすす ことを教える。 

の か の の大きさを

確認し、 みにくいもの（ 質

等）は み ミで切る。安 に

事ができるようにする。 

手な物でも、 と でも ら

たら、一 に 。 

自分から てみようと思える

ような 囲 をつくる。 

のすす 方は、やって る。 

健康の保持 

人間関係の形

成 

環境の把握 

身体の動き 

コミュニケーショ

ン 

健康 

人間関係 

自立心 

える。 

ーの 物を ュ  

 にしまう。 

自 びをする。 

、手 いをする。 

の持 手の に 付か て え

るよう支援する。 

ーの 物を ュ に る

よう をかける。 

きな びを一 に し 。 

イ で必要な支援をする。 

ュ に やすい物の

で をかける。 

日の活動の終わりを知ら 、

びを 付けるよう支援する。 

イ に安 に 動できるよう

に る。 

健康の保持 

心理的な安定 

環境の把握 

身体の動き 

コミュニケーショ

ン 

健康 

自立心 

帰りの会をする。 

 ・一日の り り 

 ・ しかったことの発表 

 ・ 日の 定 

 ・ の や帰りの 、  

ュ を い、 へ 

 動する。 

一日を り ら るように、 事

をいくつか伝える。 し う った

ことを一 に発表する。 

 しい 分で う。 

ュ を う支援をする。安  

 に 導する。 

一日の り りでは、本児が

で り組 でいたことが で

きるようにする。 

 日の 定を伝えて、期 を持て

るようにする。 

安 に 動できるよう る。 

心理的な安定 

人間関係の形

成 

コミュニケー

ション 

言葉 

表現 

言葉による伝

えあい 

えに た に、 た い

ま の をする。 

１日の報 を一 に聞く。 

別 の をして に り、 

校する。 

に、 かったことなどを本児の

で報 する。 

 日の 定等を伝え、別 の を

わす。 

に特に報 したい 事を

伝え、成 を共に び合う。 

心理的な安定 

人間関係の形

成 

コミュニケー

ション 

人間関係 
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 視覚障害特別支援学校の指導  

視覚障害特別支援学校幼稚  定 び（感触・ 作 び）指導  

 

１ 日 ・   成 日  １１ ００ １１ ０  教  

 

 活動 定の理    
  外体 学習で に行き、 で を って た。自分で めた で工作をする が必要  
 と考え、 びと感触・ 作を関連づけた。触ることに のある幼児でも、 は く、形がはっきり 
 しているため、 り組みやすいと考えた。また、自然の と触 合うことで、自然に対する ・関 
 心を広げるきっかけになることも期 できると考え、本活動を 定した。 
 ※本活動で とする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 
 環境 （１）自然に触 て生活し、 の大きさ、 しさ、 思 さなどに 付く。 
 表現 （５）いろいろな に しみ、工夫して 。 
    （ ） いたり、作ったりすることを しみ、 びに ったり、 ったりなどする。 

 

 らい   

共 標 

・自分が った をよく触り、形、大きさ、重さ、手触り、 などの いに 付く。（知 

 識・技能の基礎） 

・ を たり重 たりして、自分の力で 々な形を 成する。（思考力・判断力・表現 

 力の基礎） 

・作りたいものをイメージしながら、意欲的に手を動かす。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・ ） 

・ を触って感触（大きさ・重さ・ さ）を感じる。（知識・技能の基礎） 

・自分で触って動かし、自 に たり重 たりする。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・弱視） 

・ の形から作りたいものをイメージし、自分なりの作 を 作する。（思考力・判断力・

表現力の基礎） 

・ 作したいものに が必要かを考え、意欲的に り組 。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （５ 児

重 学 ・弱視） 

・ を一つ つ て触って、 や形、大きさに 付く。（知識・技能の基礎） 

・教 と一 に たり重 たり話をしたりしてイメージが か できたものを作る。 

 （思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・実 に を動かしながら作るものを考える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・できる け教 の支援を け に作 を 作する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・ 数の の形から作りたいものを考える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・ を動かして形を 々な形を作ることに する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・ をよく触り、 の感触（大きさ・重さ）を感じる。（知識・技能の基礎） 

・ を自 に たり重 たりする。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

 展開 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 等 

５分 

 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

がはじめの をする。 

 こ から 作を めます。  

まりの を う。 

手は ーで 手も ーで  

手は ーで 手も ーで 重  

の に も かないようにする。 

 

ーの形ができているかを確かめなが

ら、 っくり う。 

る と 重 る の いがよく分

かるように 手の を教える。 

 

 

 

 

 

 

た

と重 た

の 本 

 

（

度）・  

の具 

・  

聞  

で って た で 作することを知

る。 

と自分が って た を け り、 

の で を たり、重 たりして、

う形ができることを知る。 

を作るかを める。 

を っても いことを知る。 

で を って たことを思い

すよう支援する。 

た と重 た の 本を たり、触

ったりする。 

の幼児には、 って た を一つ

つ に触るよう支援する。 

※自立活動の内容に関連する事項 

（ ）環境の把握 

 ア 保有する感覚活用に関すること。 

一人で めら ない 合には、教 と相

談したり、教 が支援をしたりする。 
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１５分 

 

 
 

 

１０分 

自で 作する。 

 

りと 成のど らを にやるかの

手 を確認する。 

を したり、 げたりすると ないの

で、幼児から を さないように 意す

る。 

友達の作 を る。 

 

 

次 に きをやることを知る。 

が終わりの をする。 

こ で 作を終わりにします。  

作ったものを さないように に触

る。 

くできている を つけてほめる。 

づけを手伝える幼児には、 事を

る。 

 

５  

（１）本 の  

体の  
自分が った を うことにより、 作意欲を き すことができた。 や えづらい
幼児は、作りたい物のイメージを持つことは難しいため、導 の に工夫が必要である。 

個人  
の感触や重さから感じとったことを言葉にして表現できた。 で作りたい物を自分で考

え、教 と一 に ることができた。 

個人  
の形から作りたいものをイメージし、 をつなげて作 を作り げる事ができた。また
合いも考え、 して り組 事ができた。 

個人  
を次々 たり、 み げたりする で、 のイメージが持て、 の具に を持って、
付けまで して しめた。                       

個人  
をいろいろと動かしてみたが、作りたいものが思いつか 、 の りから めた。友

達の作 をよく て、 い を つけていた。 

個人  
というイメージをす に思いつき、 に を ることに して り組 ことがで

きた。作ることに びを感じ、言葉でも表現していた。 

個人  
は自分から触ろうとしなかったが、１つ して持た ると を握ってみたり の大き

な を自分から触ってみたりしていた。 ることを意識しなかったが、教 が を重 て
ると、いくつか重 ていた。 

（ ）次の の   

体の  幼児が作 へのイメージを広げ、 しく表現活動ができるよう支援する。 

個人の  の具 外に のあるシー を に るなど、手で触って しめるよう工夫する。 

個人の  としての作 けでなく、 を重 て作る立体も考えら るよう かけをする。 

個人の  
のイメージを次回の導 に さ 、 りを しみつつ、 がる びが わえ

るよう工夫する。 

個人の  
りした から作りたいものを考え るようじっくりと考える 間を えるように

する。 

個人の  
作 が で になることがあるため、 げまで して り組めるように かけ

をする。 

個人の  ると みたい と の形や ることに が持てるよう かけをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（ ）自然との関わり・生命尊重  に って自分で った を としている。 

（１０）豊かな感性と表現  を たり重 たりして表現することを 。 
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視覚障害特別支援学校幼稚  定 び（ 動 び）指導  

 

１ 日 ・   成 日 １１ ００ １１ ０ 体育  

 

 活動 定の理   

  動は、 くの動きを り ら るため、 々な動きに し、技ができた の しさや

びを わえる活動である。日常の生活では、 しづらい さになる・ がる・手で体を支えて回

する などの動きを り ることにより、 や 関 などの 動域を広め、体を支える力や 性・

性、 力などの力を えると考え、本活動を 定した。 

 ※本活動で とする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 

 健康 いろいろな びの で十分に体を動かす。 

     々な活動に しみ、 し で り組 。 

 

 らい   

共 標 

・体の動かし方を知り、 々な姿 や動きを身につける。（知識・技能の基礎） 

・体を動かす しさや心 よさを感じる。（学びに向かう力・人間性等） 

・ り りで発表する内容を教 と考え、発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・ ） 

・教 に手 の動きを かけしてもらいながら、一つ一つの動きを理 する。（知識・技

能の基礎） 

・ が しかったか、 手にできたかを考えて発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・弱視） 

・ の 感覚に慣 て安心して 動ができる。（学びに向かう力、人間性等） 

・体の動かし方は教 の 本の に特に に触ってイメージする。（知識・技能の基礎） 

個人 標 （５ 児

重 学 ・弱視） 

・ 手な動きにも 的に り組 。 学びに向かう力・人間性等  

・体の動かし方を知り、イメージした りに動かす事ができる。 知識・技能の基礎  

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・教 の動きをよく て、 しく体を動かす。（知識・技能の基礎） 

・できたところ、 かしかったところを発表する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・ しい動きを覚え、あわて に体を動かす。（知識・技能の基礎） 

・ を り、み なで しく活動する。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・教 の支援を けながら、自らで動か るところは、自分で動かす。（知識・技能の基礎） 

・ と の いに 付き、感触を し 。（学びに向かう力・人間性等） 

 

 展 開 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 等 

５分 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

が の に一

に る。 

 がはじめのあいさつ

をする。 

合 の に、 導する は や 手などの

で を伝え、 しを持てるよう 、内などを

伝える。 

・  

・  

 

・

も 

 

 

 

 

 

 

 

・  

 ー

ー 

・  

 

 

 

 

 

 

動をする 

ジ ン 回し 

げの 動  

の 動 

ア し 

身を回す 

動の を知ら 、弱視の幼児に向けて教 が

幼児の で一 に る。 が難しい幼児には、

教 が一 に体を動かして動きを覚えら るよう支

援する。 

動で う もは、 つ みのものを用

意し、触って握りやすいようにする。また、 よ

り重さが し、 った手 たえを感じやすく支援する。 

ンをする。 

 

教 と手を いで ったり、 の 導のみで ったり、

の 動能力や え方に合わ た支援をする。 

 

・体育 の外周は が く、 質

が っていて、弱視の幼児は の

いや からの感覚を に

す

CD 

・ 回同じ を って り、 に定

に くことで幼児自身の

をイメージできるようにする。 

ージ 
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１５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

 

 

５分 

びをする。 

・ りか  

・ 歩き 

・ア 歩き 

・ がり 

・ まわり 

に触ったり、歩いたり、 たりして、 との

感触の いを伝える。教 が 本となった姿 を、手

で るように触り、体の姿 や動きがイメージでき

るよう支援する。 

言葉でも動きを に し、動きが難しい幼児には

支援を行う。 

※自立活動の内容に関連する事項 

（１）身体の動き 

 ア 姿 と 動・動作の基本的技能に関すること。 

 イ 姿 保持と 動・動作の補助的手 の活用に関す

ること。 

・
人数分  

 

 

 

 

活動を り る。 

手くできたこと 次回

りたいこと などを

考えて発表する。 

ができました。 が しかったです。など、

表現できるよう支援する。 

幼児が発表した 外のことで、 手にできたことなど

を く する。 

を 付ける。 

が わりのあいさつ

をする。 

周囲の安 を確認して、一 に を 。 

 

５  

（１）本 の  

体の  

の でいろいろな動きに することができた。幼児にとって めての動きにも教

からの支援を け、体の動かし方を知ることができた。一人一つの を 用する事で幼

児の ー で 習を進めることができた。 

個人  歩きや がりなどの動きは、教 の かけから動きを理 して り組めた。 

個人  習を り した事で、 よりも に しく動くことができた。 

個人  に慣 て、 で体を動かす しさを わった。 

個人  教 の 本を て、自分が一生 命 習したところを発表することができた。 

個人  あわてなくていいよ という かけをした には、自分の動きを意識していた。 

個人  
歩きやア 歩きは教 が支援しても難しかったが、 歩きは動きを覚え、 かけに

よって一人で行えるようになった。 

（ ）次の の   

体の  
幼児によって り組 き が うため、 の に り組 間を く け

るようにする。 

個人の  本児が であることも考慮し、動きを事 学習して理 を深めて くようにする。 

個人の  やりたがらない動きも 習できるようにする。 

個人の  動の 動きの イン を って り組めるようにする。 

個人の  手 ったところを 分的に 習するようにする。 

個人の  一つ一つの動きを確実に覚えるように っくり をする。 

個人の  の感触に慣 、 で体を動かす しさを わえるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 つ みの  本の姿 をたどる幼児  体育 の外周  動の環境 定  

 

※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（１） 健康な心と体 め にやり げることで、達成感を わい、心と体を十分に動かしている。 

（１０）豊かな感性と表現 体 して分かったことや感じた事、考えた事を自分で表現する。 
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視覚障害特別支援学校幼稚  定 び（ び）指導  
 

 
１ 日 ・   成 日 １１ ００ １１ ０   教  
 

 活動 定の理    
  本活動の幼児は、 を ったり、 ア を いたりして に対して関心を持 めている。友達と一 
 に を合わ て ったり、 を らしたりする しさや、 を して人と関わる ができるよ 
 うにしたいと考えた。本活動は、友達の を び、 たら応える びであるため、視覚障害がある 
 幼児に いては、 し ことができる活動である。幼児が を して あいを し ことを期 して本 
 活動を 定した。 
 ※本活動で とする幼稚園教育要領５領域の内容に関連する事項 
 表現 （６） に しみ、 を ったり、 な を ったりなどする しさを わう。 
 言葉 （１） 生や友達の言葉や話に や関心をも 、 しみをもって聞いたり、話したりする。 

 らい 
 
 

  共 標 

・手 びを して に合わ て手を く。（知識・技能の基礎） 
・ び の ー が分かって、自分から友達を り、 たら応えたりする。（思 
 考力・判断力・表現力の基礎） 
・友達と一 に び をすることで あう心 よさを感じる。（学びに向かう力・人 
 間性等） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・ ） 

・ に合わ て大きな で う。（知識・技能の基礎） 
・ び の ー を理 し、 し で活動する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標 （５ 児

一 学 ・弱視） 

・ しい で う。（知識・技能の基礎） 
・友達と一 に活動する しさを わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （５ 児

重 学 ・弱視） 

・ び の ー を知り、友達と一 に し 。（知識・技能の基礎） 
・ を うことで心 よさを わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・友達や教 と を合わ て しく う。（知識・技能の基礎） 
・ ていない友達は なのかを考え、み なで し 。（思考力・判断力・表現力 
 の基礎） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・ を大きく開けて を う。（知識・技能の基礎） 
・友達とのやりとりを し 。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標 （ 児

一 学 ・弱視） 

・ に合わ て手を くことを し 。（知識・技能の基礎） 
・ び を して友達と関わろうとする。（学びに向かう力・人間性等） 

 
 展開 
間 幼児の活動 教 の指導と支援 等 

５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 
 
 
 
１０分 
 
 
 
 
 

めのあいさつをする。 
まりの 手をつないでこ に は を
う。 

    
 

 
 
 
 
 

しい 囲 で める。 
 
 
 
 
 
 
 
 

握手のために 動する は しない
よう配慮する。 

 
ア  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ン

ン 

の を う。 
コンコン シ ンのうた  

の イ  
 

に する動物はどのような
をしているのか話をし、イメージでき
るよう支援する。 

に関連した話をし、
をイメージできるよう支援する。 

手 び あたまのうえで ン ン ン  
をする。 

・ 度を えて をする。 
・ ン ンを って し 。周りに  
しない 度に広がり、立った状態で行う。 

で く体の を確認す
る。 
めは っくりとした で、 々 

 に 度を げて しめるよう支援す 
 る。 

を広げる や手 びを行う には、
しないよう配慮する。 

幼児 
教  

が に合わ て友達に一人一人

に握手をして、 こ に は とあい

さつをする。 を けた友達も こ

に は とあいさつを す。 
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１５分 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
５分 

び どこでし う をする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ っている の確認をする。 
・ どこでし う の を聞いて を知る。 
・み なで ってみる。
・ ー の を聞く。
・ び を行う。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
幼児の を び、 事をすることに
より友達がどこに っているかが分か
るようにする。 
ー を し、 本を す。 

教 が の間に り、一 に ったり 
 動き方を支援したりする。 
友達を や応える に友達の方を
向いて行えるよう支援する。 

が一度は を るように配 
 慮する。 
※自立活動の内容に関連する事項 
（ ）環境の把握 

ア 保有する感覚の活用に関すること 
（６）コミュニケーション 
 ア コミュニケーションの基礎的能力

に関すること。 

 
 
 

わりのうた を う。 
・ があいさつをする。 

次回の 定を伝えて、期 感が持てる
ように支援をする。 

 
５  
（１）本 の  
 体の  び では、 を た幼児が友達に 的に こっ よ と をかけ、 心に立っ

た幼児は を りに友達に づき、 し うに手をつな が ら た。 
 個人  かけによって大きな で うことができた。 び では、 び の ー を理 し、 し

で活動に できた。 
個人  と の があるところを意識して うことができた。 
個人  友達の う を し うに聞きながら っていた。 び は教 の支援で友達との あい

を し 。 
 個人  友達や教 の を聴きながら、き いな で っていた。 を間 えてもあまり に

に大きい を るようになった。 
 個人  を開けるように かけをすると、 の には、大きい を ていた。 では、

立って することを し、 ー ーとなって し でいた。 
 個人  手 びでは く の意識はま ないが が 手にできていた。 び では、 う

ことは難しいが 度か り し行うことで自ら 動し友達に することができた。 
（ ）次の の  
体の  び の ー の確認 、理 ができている幼児には教 の支援を え、友達の を り

に あえるようにする。 
個人の  かけがなくても大きな で えるように し、 しく友達と関わ るようにする。 
個人の  しい で を大きく えるように日常の でも うようにする。 
個人の  教 の支援を 々に らして、友達と関わる びを しめるようにする。 
個人の  に自 がなさ うなところは、教 が さい で教えるようにする。 
個人の  の まる に を ージし、 を大きく開けて えるように らかくして く。 
個人の  うことは難しいため、動き方を支援しながら手 でも しめるように す。 
※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（ ）言葉による伝え合い  び を して友達を び合う しさを わう。 
（１０）豊かな感性と表現  や手 びで表現する びを わう。 
 
 

・ を 形に て る。 
・一人の幼児が 心に立つ。 
・ の幼児が を か める。 
・ で 、 、どこでし う と う。 
・ た幼児は、 ここです、ここです、ここにいます  

と い、いるところを知ら る。 
・友達に し、 さ た幼児は する。 
・ り し行う。                    幼児 教  
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 る幼 学 に る支援                        

  て分かる環境づくり 

 聴覚障害のある幼児は、 を聞いて の の状況を判断することや、行動に すことが難 

しい。 のため、 で てす に分かる環境を作る必要がある。 の には、幼児が自分の 

行動に自 を持 、安心して生活できることが大切である。 

 のためには、教 は幼児と話す には、幼児と が合うようにかが など、姿 を く 

したり、教 がある 合にはどのようなものか に したりして、 て安心できる状況を 

作る必要がある。身 りや手話を って話をする には、表情を豊かにしたり、話が伝わりや 

すいように実 の物や 、 ー を 用して活用したりするなど、幼児の る力を生かし 

て分かりやすく安心できる環境を作る必要がある。 

   聴覚障害特別支援学校では、 は字 が る を ったり、 イ は イ  

  を ら たりして、 る力を って情報が得ら る環境を えている。教 は、 アを める 

  ことなく、常に開けた状態にして り、 でも の がす に ら るようにしている。

また、 の配 に いては、 を作り、友達や教 と視 を合わ て話ができるよ 

  う配慮している。 

 体 活動の工夫 

   幼稚 では、 の行事や い物などの実生活に した 々な体 活動を日 に づけて 

  いる。体 活動では、 る力の に、 感を体 体で感じら るような を 定している。 

  え 、 理体 では、作りたい 理が まったら、ま は必要なものは かを自分で考える。 

  して、友達と協 で作る 理を めてど な が必要かを話し合いながら実 に い物 

  へ行き、 理を める。 を触った感触や、 成した 理の りや わう体 など、 々な 

 要 を 体 を行う。 

   体 活動は、自ら考え、判断する や、友達と協力し合う 、幼児期で大切な 感で 

  感じる など、 々な を 定できる。 

  言語概念の形成 

   幼稚 に いては、身 りや手話を ってのコミュニケーションを大切にし、日本語を び 

  や生活の で日常的に学 るようにしている。 え 、 感のある物や、幼児が きな  

  物を実物と合わ て文字表 をして、自然と に りやすい に展 している。また、日々、 

  言葉 びや 日 に り組み、日常生活の で身 に文字や言葉に ら るような環境の工 

  夫をしている。 

 ⑷ 豊かな心と言葉の育成 

 教 は、幼児が びを 心とした生活の で、 感を か たり、自ら考えたりする力を日々  

み重 ら るよう常に環境の工夫を行う必要がある。日常生活 を して、 々な環境に 

いて幼児同 で身 りや手話を ってコミュニケーションが図ら る を 的に け、 

幼児同 での話し合いを大切にし、自分の 持 を伝え、相手の 持 を け る を深 

めら るよう支援する必要がある。 

 いつ どこで が なにを どうした など、伝え方の手 を に するこ 

とや、話す にはできる け実物を し、言葉と物を結び付けることなど、言葉や文字の理 

を深めら るようにしている。 

  自分の 持 を相手に伝えることが難しい には、教 が間に り、 の の状況に応じた 

 伝え方や適切な言葉 いを支援し、幼児同 が関わりを深めら るようにしている。 

 また、友達と話すなどの 的な関わりの に、日常的に行っている 本の み聞か な 

ど、間 的にコミュニケーションを学 を 定している。人には があり、話す  

には のような 持 を して話す必要があるなど、 々な 度から言葉に触 る 会を作 

っている。 

 

第 節 特別支援学校で に たい支援 
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 る幼 支援            

  安  

     
  の がり や の り にはミ ーを し、事 のものを すると共に日 から 
  を回 する意識がもてるようにしている。 
  園 は、幼児同 が でいる に つかることの や、 の 難がしやすいこと、  
  幼児 の行動を教 が把握しやすいことを 的として視 を るような障害物は かないように 
  している。 
  て分かる環境（配 などの工夫） 

         

        
  話したり りするときは、常に対 で教 や友達の手話や 形が えるように、  
  や の配 を工夫する。 にならないよう、 合に応じて ー ンを く、立 を配慮 
  するなど、 いに て伝え合えるような工夫をしている。 
  て分かる環境（道具や ー などの工夫） 

       
  え っこ では が わったことが けでなく ても分かるように を ったり、  
  るまさ が では言い終わりが分かるように作った人形を ったりして、 もが て分 
  かるように工夫している。 い終わりや活動の切り わり、 まりを知ら たい など、 を 
  して合図にする工夫もしている。 
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 ⑷ を知る・聞きやすくする 

        

      
  イ が る は ン が いたり、 は でも たりと て分かる を  
  えている。 や などには、 に わって て分かるよう ー を り付けたり、  
  を ったりするなどの工夫をしている。 聞きやすい環境作りのために、 や ー の に 
  ニ ボー をつけて き り などの を らすこともしている。 
  補 具など 

     
  の幼児の聞こえに合わ て補聴 や人工内耳を 用する。 や聞こえの も  
  行う。また、 補聴シ という補聴 や人工内耳と一 に 用することで聞こえにくい環境 
  をより聞こえやすい環境にする を う幼児もいる。 
  教 ・教具（生活の で） 

     

          

          
  や教 の には、行事や の で学 言葉などを指文字、日本語、 で する。 
  イ 形 にして、 しく がもてるようよう工夫をしている。 生活の でよく う手  
  びの ー を作ったり、あいさつを文字で したりして、聞こえにくくても視覚的情報を  
  くすることで生活言語や ーなどを覚えら るよう配慮している。 、 など 象的なこ 
  ともできる け視覚的に学 るよう 物の工夫もしている。 生会などの行事で幼児が 会 
  をする には、言葉 けでなく や手話も意識できるような にしている。 
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  教 ・教具（個別指導の で） 

            

      
 幼児 の に合わ た教 ・教具を っている。 の聞き分け、発 ・発 、手話、日本語、 
 での表現などあら る方法でコミュニケーション力を すための学習を行っている。 の聞き 
 分けには や ー などを う。 や発達の によって、 日 を保 者と一 に  
 くこともある。状況の を に言葉に き えたり、助 や形容 などを指導したり、幼児が  
 期に日本語を覚えるきっかけを作ったりしている。保 者と幼児とのコミュニケーションを らいに 
 している。 のし りは、 間の や いつ、どこ、 などを視覚的に学 るよう配慮し 
 ながら幼児と一 に作っている。 
   

 

 

 

 

 

 

 に を要する校内 などを文字情報でも得ら るようにしている。 
 

 特別支援学校幼稚部                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

間      

 校・身支度 

 び 

（園 ・ 内 びなど） 

 学 ・学 活動 

（ 作・ びなど） 

 ・  

・ き・ 付け 

 校  

 帰りの会・ 校 

 個別活動  個別活動 

日 表 に ける活動について  
び 

・ 々な体 ができるよう びを１日の生活の に り  

 る。  

・ での びを大切にする。  

・幼児が 体的な びを展開できるよう環境を工夫する。 

な びの  

・ び、 動 び、 ー のある び 

学 活動  

・同 での関わりが深めら るよう活動を工夫する。 

な活動  

作や び、 ー のある び、体づくり 

行事  

・ などの行事を して、 々な体 をする。  

な行事の 、 会、 、保育園などとの  

個別活動 

・必要に応じて幼児の や学びを考慮した活動を実 する。 

な個別活動の  

文字や数、 や 、 り物などの概念、 本・ 作 
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４ る幼 支援                               

  保 者の 持 を け め、一 に に向き合えるよう り う。保 者は ったり  

  りするなど、 々な 持 や思いを えながら 育てをしている。 のような保 者の 持 

  や思いをしっかりと け め、 での 、保 者の 安や いなどを に聞き、 の 

  こ からの成 について保 者と共に 向きに考えていけるよう支援する。 

  学校生活での や らいについて、保 者に理 してもらうよう に話をする。共 の 

  コミュニケーション手 となる手話に関しては、手話学習会を行うなどして保 者への周知、 

  理 に める。 

  関や幼稚園、保育園、 園 等、関係 関と連 しながら、保 者と共に、  

  の実態把握、 、配慮など、共 理 に める。 

 ⑷ 保 者学習会の な   
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 育                                         

  幼児教育相談の対象は、聴覚障害のある 幼児と の保 者（ ）である。 

   聴覚障害のあると 断さ 、 関などから さ た 幼児に対し、 やかに相談・支 
   援を開 する。 は 生児聴覚 ーニン が 及し、０ から開 することが い。 
   また、 生児 ーニン を け、確定 断 の 安な保 者に対しても要 があ 、 
  適切な 断 関を するなど相談を行う 合もある。 
  幼児教育相談の  

       ・関係 関 

                    
         

  
       
 
                         
 
 
 
 
             

                                 

           
 

 

 

期日 内容 
５ 日（ ） 手話 会（ や教 の手話 ー について） 
６  日（ ） 手話 会（ 、 の表現） 

１ 日（ ） 聞こえについて（聴覚支援 の教 友達による難聴体 等） 
０日（ ） 手話 会（ をしよう） 
６日（ ） 支援について（ろう教 の体 談より） 

１１ ０日（ ） 学 生活について（ 学 事の話） 
１１ 日（ ） 社会人 ・ 育て について（ろう教 の体 談より） 
１ ０日（ ） 手話 会（ 、 支の表現） 
１ ０日（ ） 手話 会（ア 、 分、イン ン の表現） 

日（ ） 自分の 育ての方法、工夫について（本校保 者の体 談より） 
日（ ） 手話 会（やりとりしよう） 

関係 関 

 ・ （耳 ・発達外 、 ・ 等） 

 ・保健   保健 ン ー  

・ 園  デイ ー  保育園 

定期的な相談   

 ・個別の相談  ・ 相談 

 ・ 活動 児 児 児  

 ・保 者学習会 

幼稚 へ 学 幼稚園・保育園へ 学 

 または 園 に いながらろう学園の教育相談を ける。 

校相談 

相談 付（ 話・メー ） 関へ  

 
連  
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  幼児教育相談で大切にしていること 

   保 者支援のあり方を し、 実を図る。 

   視覚的な手 を大切にしたコミュニケーションに める。 

   幼児一人一人の特性に応じた保育・相談活動に める。 

   適な聞こえについて相談する。 

   関との連 を図る。 

 ⑷ 幼児教育相談の内容 

   保 者に対する内容 
    ア 聴覚に関すること（聞こえにくさの理 、補聴 ・人工内耳） 
    イ 幼児の 的な発達を す内容 
    ウ コミュニケーションや手話に関すること 
     視覚的手 に関すること（ ・実物・ の活用など） 
     に関すること 
     生活、育児に関すること 
   幼児に対する内容 
    ア 生活・ びなど、 的な発達を す内容 
    イ コミュニケーション（ しく分かり合える手 ・工夫・言語の基礎） 
    ウ 聴力 定・補聴 の など、聴覚の活用に関すること 
  関との連  
   では、難聴と 断すると 育 関を する。 内には聴覚障害特別支援学校の に、 
  難聴児 園 が１ 、聴能 関が ある。 でも 数の対応ではあるが、補聴 
  外 や言語 を け、 育を行っている。学校は、保 者が 関を 、 、 行す 
  る につな として、 幼児や保 者にとって 期的な展 に立った 適な環境を でき 
  るよう めている。 
  ン ー的 能に関する事  

   難聴児早期発 連 会  

     学区域内の保健 や、保健 ン ーの保健 を対象とした理 発に向けた幼稚 教 

    育の概要 を めた保育 学会、 幼児教育相談の内容報 、聞こえにくさの体 、聴 

    力 を 心とした の 内、耳 による を行っている。 

   難聴 幼児 関 者会  

     内にある難聴 幼児の や、 育、教育などの１１の 関が 回会合し、難聴  

    幼児に関係する事 の報 や情報 を行っている。 

   開 （支援 ）          

     保育園、 園 などを対象に難聴 幼児に対する支援方法などの理 発や手話に 
    係る を開いている。 
   相談  
     現 、相談 の さ が っている 育 関及び保育園を し、難聴理 のた

めの支援を行っている。 
 保 者に ら 、保育関係者、 、 関係者からの相談も け付けて ります。聞こえ方や 育てに

関する相談は、 まで に 相談く さい。 

           特別支援学校大宮ろう学園幼稚  教育相談 

           話 ０ （６６ ） ５ ５    ０ （６６０）１ ０６ 

              
 

         特別支援学校坂戸ろう学園幼稚  教育相談 

           話 ０ （ １）０１     ０ （ ）  
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 特別支援学校幼稚部における学 に た                     

   聴覚障害特別支援学校の 間指導計画   

 

５
６

１
０

１
１

１
１

・ ・
学

・
会

・
生

会
（

、
）

・ ・
こ

ど
も

の
日

間
・

動
会

・
生
会
（

、
）

・
り
が
に
つ
り

・
会

（
域
の
保
育
園
、
な
な

 く
）

・
会

（
域

の
保

育
園

）
・

間
・

終
・

ま
り

会

・ ・
生

会
（

、
）

・
外

活
動

・
会

（
域

の
保

育
園

）

・
ミ

ニ
動

会
・

や
き

い
も

・
あ

み
・ ・

生
会

（
、

）

・
会

（
域

の
保

育
園

）
・

た
の

し
み

会
・

終

・ ・
も

つ
き

会
・

生
会

（
、

）

・
ま

め
ま

き
間

・
生

会
（

・
）

・
な

ま
つ

り
間

・
別

会
・

・
発

育
定

・

・
体

重
定

・
難

・
内

・

・
心

・
学

校
開

・
健

・
耳

・
体

重
定

・
発

育
定

・
体

重
定

・
学

学
に

関
す

る
情

報
及

び
相

談

・
空

と
う

・
学

校
開

・
難

・
体

重
定

・
シ

・
発

育
定

・
・

体
重

定
・

学
相

談
・

体
重

定

・
こ

い
の

り
・

別
会

の
ン

・
た

く
り

・
の
日
の

ン

・
・

動
会

の

・
自

分
の

・
り

が
に

の
察

画
・

の
日

ン
・

か
り

・
へ

の
手

の

・
イ

で
作

る
（
自

作

さ
）

・
ミ

ニ
動

会
（

イ
ミ

）
・

指
で

の
物

作
り

（
し

・
み

物
）

・
イ

で
作

る
（
自

作

さ
）

・
の
実
や
葉
で
作
る

・ ・
イ

で
作
る

（
自

作

さ
）

・
ー

作
り

・
り

・
イ

で
作
る
（
自

作

さ
）

・
も

つ
き

会
の

・
た

こ
あ

げ
・

作
り

・
き

め

・
の

、
・

な
さ

ま
・

生
へ

の
ン

作
り

作本 自 立 活 動

・

学 期 の 標 行 事 び こ と健 康

・
自

然
に

関
す

る
本

（
こ

り
物

）
・

行
事

に
関

す
る

本
（

も
つ

き
ま

き
な

ま
つ

り
成

）
・

も
の

が
た

り

成
度

幼
稚

間
指

導
計

画

学
一

学
（

）

１
学

期
学

期
学

期

・
友
達
と
思
い
を
伝
え
合
い
、
友
達
の
思
い
に

づ
い
た
り
、
共
感
し
な
が
ら

し
さ
を

わ
う
。

・
生
活
や

び
の

ま
り
を
知
り
、

生
に
な
る
期

や
び
を
も
つ
。

・
ど

ろ
こ

び
・

び
（

ジ
ボ

ー
ー

か
け

っ
こ

ー
）

・
び

・
ー

・
あ

び
・

定
具

び
・

イ
メ

ー
ジ

び
（

の
行

事
、

に
け

て
等

）

・
・

ど
ろ

こ
び

・
び

・
び

（
大

び
・

ジ
ボ

ー
・

ー
）

・
定

具
び

・
イ

メ
ー

ジ
び

（
の

行
事

、
、

あ
み

に
向

け
て

等
）

・
び

定
具

ま
ま

と
っ

こ
び

・
び

（
っ

こ
び

）
・

動
（

大
ボ

ー
ン

）
・

イ
メ

ー
ジ

び
（

の
行

事
、

、
あ

み
に

向
け

て
等

）

・
生
活
の

が
わ
か
り
、
自
分
か
ら
進

で
行
動

し
よ
う
と
す
る
。

・
友
達
や

の
の
友

に
関
心
を
持

な
が

ら
、
一

に
し
さ
を

わ
う
。

・
の

物
に
関
心
を
も

話
を
す
る
。

・
し
い
生
活
の

方
が
分
か
り
、
で
き
る
こ
と
は

自
分
で
や
ろ
う
と
す
る
。

・
自
分
の
や
り
た
い
こ
と
を

つ
け
て

し
さ

を
感
じ
る
。

・
の

物
や
生
き
に
触

、
関
心
や

情
を

も
つ
。

・
身
の
回
り
の
こ
と
を
自
分
か
ら
進

で
行

う
と

す
る
。

・
友
達
と
関
わ
り
を
も
つ

で
、
一

に
し

さ
や
相
手
の

持
を

け
よ
う
と
す
る
。

・
の

物
に
触

て
り
、

を
し

。

・
の

に
応
じ
た
生
活
の

方
を
身
に
付
け

る
。

・
友
達
や

学
の
友

と
の
関
わ
り
を
深

め
、
い
ろ
い
ろ
な

び
や
活
動
を
十
分
に

し

。
・
自
然
や
行
事
に
関
心
を
も

、
工
夫
し
な
が
ら

び
に

り
よ
う
と
す
る
。

・
っ
こ

び
な
ど
を

し
て
、
周
囲
の
人
の
表
現
を

る
で
、

々
な
表
現
方
法
に

を
持
つ
。

・
自
分
の
思
い
や
考
え
を
言
葉
で
表
現
し
、
友

の
考
え
を

け
る
。

・
自
分
が

し
た
こ
と
や

の
あ
る
こ
と
を
手
話
等
で
伝
え
、
教

や
友
達
と
の
や
り
と
り
を

し
。

・
ら
が
な
や
指
文
字
に

を
持
つ
。

・
本
や
図

な
ど
を
自
分
で

た
り
、

た
り
し
て

し
。

・
相

手
の

を
よ

く
て

、
理

し
よ

う
と

す
る

。
・

自
分

や
友

達
の

の
ら

が
な

が
わ

か
る

。
・

も
の

の
に

を
も

つ
。

・
自

然
に

関
す

る
本

（
）

・
行

事
に

関
す

る
本

（
動

会
り

は
み

が
き

・
か

ら
）

・
も

の
が

た
り

・
自

然
に

関
す

る
本

（
の

実
）

・
行

事
に

関
す

る
本

（
動

会
ン

ー
）

・
も

の
が

た
り

・
ン

園
・

園
・

い
物

体
・

保
園

・
園

・
い

物
体

・
の

（
イ

、
に

じ
等

）
・

や
り

、
・

の
（

ら
ま

め
、

た
ま

、
き

う
り

、
等

）
・

や
り

、
、

理

・
手

話
、

身
り

、
話

を
し

。
ま

た
、

指
文

字
で

伝
え

ら
る

こ
と

を
知

る
。

・
自

分
の

き
な

び
や

活
動

を
し

け
で

な
く

、
手

な
こ

と
も

し
よ

う
と

す
る

。
・

生
活

の
の

文
字

や
数

字
、

物
の

に
づ

き
、

ら
が

な
や

数
字

に
も

を
持

つ
。

・
自

分
や

身
な

人
と

の
具

体
的

な
に

つ
い

て
の

話
の

理
が

で
き

、
自

分
か

ら
も

々
な

表
現

（
手

話
、

身
り

等
）

で
伝

え
る

。
・

活
動

へ
の

の
方

と
ー

を
理

す
る

。

・
言
葉
に

を
持

、
指
文
字
で

も
う
と
す
る
。

・
い
つ

ど
こ

な
に

な
ど
の
質

に
応
え
ら

る
。

・
々
な

び
（
イ

り
ー

、
っ
こ
、

ー
ケ

等
）
を

ー
を

り
な
が
ら
、
友
達
と

し
く
活
動
す
る
。

・
手

話
（

の
、

帰
り

の
会

）
・

ミ
・

表
現

（
っ

こ
・

ン
）

・
手

話
・

ミ
・

表
現

（
っ

こ
・

ン
）

・
手

話
（

の
、

帰
り

の
会

）
・ ・

ン

個 別 学
習

・
こ

と
か

・
動

（
身

体
の

い
方

、
体

動
び

等
）

・
日

・
概

念
形

成
・

か
た

・
画

・
感

覚
び

・
こ

と
か

・
動

（
身

体
の

い
方

、
体

動
び

等
）

・
日

・
概

念
形

成
・

か
た

・
画

・
感

覚
び

・
こ

と
か

・
動

（
身

体
の

い
方

、
体

動
び

等
）

・
日

・
概

念
形

成
・

か
た

・
画

・
感

覚
び

歩

・
園

・
園

・
シ

ー
ー

園
・

園
・

い
物

体
・

園
・

園
・

園
・

い
物

体



－ 32 －  

  聴覚障害特別支援学校の日      

   児（一 学 ） 日                        

日（ 日） 

 

ら 

い 

・ を感じながら、体を思い切り動かして 。 

（知識・技能の基礎） 

 

が に 校し、自 びでは友達
を い合って、 の の幼児も め
て こ り に を し 。 びで
は、一人一人が や表現方法を考えて
発表することができた。友達が表現して
いる には、 し うな表情でよく て
いた。 は、活動の り り発表の内
容を豊かにしていけるようにしていきた
い。 や 付けは、友達と一 に さ
を い合いながら行っている。 

・自分の考えや思いを表現し、相手に伝わる しさや しさを わう。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・ や 付けなど、生活に必要なことを自ら進 で行う。 

（学びに向かう力・人間性等） 

物 

的 

環 

境 

の 

 

成 

 

 

 

 

 

自 び 学 、学 活動 

外 

 

 

 
 

・ 定 具（す り 、

ンコなど） 
・  
・ に っこ 
・ ー っこ 
・ 葉 び    
・ で りす り  など 

内 

 

 
 
 

 

・ 本 
・ イ を った 作 
・ を く 
・ や  
・ まま と 
・ど り び   など 

 

 

 

 

 

作 び びきのや のがらがらど  
（ 人物）や 、  
（内容） を空か たや た は へ を に 

行く。 の の の には、 るや を  
ようとする ろしい がいる。や は  
とやりとりをして を る。（ のや が 

を す。） はみ なが 事に を  
りきり、 で を る。 

（ らい） びを しみ、や と とのやりと
りの を自分なりに考えて表現しよう。（豊か
な感性と表現、言葉による伝え合い、思考力） 

 

 

  

間 幼児の活動 教 の指導と支援 配慮事項 指導の関連性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

校する。 

をする。 

か の 持 を 定の

に く（   

 連 イ  ）。 

日付を確認し、 ン ー 

 にシー を る。 

に を わす。 

持 を 定の に けるよう個

に応じた言葉かけをする。 

 

ー 等を い、 ン ーに 

 日付や 日等のシー が るよう 

 言葉かけをする。（できる け一人で

シー が るよう個に応じた支援

をする。） 

 

 

 

 

 

 

 

の大きさや、教 の るさに配

慮する。 

保 者から での や体 を聞

き、幼児の状態を把握する。 

連 イ に を し、内容を

把握する。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

人間関係の 

 形成 

人間関係 

数量・図形、

文字等への関

心・感覚 

きな びをする（自  

 び）。 

 

やりたい びを つけら るような

言葉かけをする。 

友達のやっている びにも関心を向

けたり、 ー を って ように

支援する。 

安 に るように、個に応じて

をかける。 

に っこなどの ー のある び

では、教 も幼児と一 に しみな

がら し、教 の動きや言葉で

ー を確かめら るようにする。 

友達とのやりとりの で、伝え合い

が 十分な や いの が つか

る は、一人一人の 持 を け

めながら、 いの思いや考えを表

現し伝え合えるようにする。 

幼児の ・関心を把握する。 

 

定 具では、 を る、

するなどの ー を って る

ように支援をする。 

ケ のないように安 に を配

る。 

に っこでは、 にが なのか

が分かるように、 などを用意

して く。（ こ り に では、

こ っている の ー を確認す

る。） 

 

葉や の にも づける

ような言葉かけを心がける。 

健康の保持 

人間関係の

形成 

環境の把握 

身体の動き 

コミュニケーシ

ョン 

人間関係 

健康 

健康な心と

体 

協同性 

道徳性・規範

意識の芽生

え 

自立活動

６区分 

幼稚園教育

要領５領域 
幼児期の 

 終わりま 

 でに育っ 

 てほしい 

 １０の姿 

（健康な心と体、言葉による伝え合い、自然との関わり生命尊重、協

同性、豊かな感性と表現） 
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びを終わりにして 付

けをする。 

手 いうがい、 分補 、

をする。 

びの 間が終 したことを伝え、

びに った物を一 に 付ける。 

手 いやうがいを にするよう

をかける。 

補聴 や人工内耳の状態を確認し、

で ている は を きとり、

必要に応じて補聴 用 は人

工内耳用 に る。 

びに った物を（ ー を

手 かりにするなど） 定の

へ すよう をかける。 

手を でき いに うよう言葉

かけをする。 を ること

の大切さを伝える。 

の を て、必要な幼児に

は えるように をかける。 

健康の保持 

健康 

社会生活と

の関わり 

の会をする。 

 、 び、日付、

日、 、 日の 定 

 

の会の進行 や話している幼児に

するように支援する。 

びは、 の に な イ

（ の 、 等）を なが

ら行う。 

イ を 形にし、 いを 合

えるようにする。 

教 の るさに配慮する。 

 

作 びをする。 

 

・ 本の み聞か  

 

・ 回の びの り り 

 

・ 人物の確認と め 

 

・ の をか っての  

 び 

 

 ・ （ ）を る の

とのやりとりを

考えて発表 

 

 ・自分の考えた方法で表現

しながら び 

 

 ・ びを り り、感

やが ったことの発

表 

本 びきのや のがらがらど

の み聞か を行う。 

回の幼児の動きや表現で かった

、 かった を伝えながら、

びの内容や を確認する。 

めでは、自分のやりたい に手

を げるように伝える。 が重なっ

た は、どうやって めたら いか

幼児の考えを聞き相談して める。

（幼児からはじ け 、くじ き

が てくると さ る。） 

はじめに教 が を作り、 り

しの や動き、表現を しみなが

ら、 あ びができるようにする。 

の であるや と のや

りとりの に し、どうやった

ら を るかを考えるように す

（ 物を す、じ け 、 を

らすなどは でくると さ

る）。 て ない には、友達の意

を 考にしたり、 の びの で

っている物や方法を ン にした

りして する。 

びでは友達の動きや表現もよく 

 るよう支援する。 

一人一人が感 や ったことを発

表できるように、一 に びを

り る。 

本は、 人物の り しの

や動き等を一 に しなが

ら しく み進める。 

 

の 、 ー 、 本など

と 人物を結びつけながら活動

できるようにする。 

 

に 立てる は、

て を広くし りやすくする。

を るや と とのやりとり

を やすくするために く に

を配る。 の には に

立てた い を き、 が一

ても大 夫なようにする。 

 

安 に配慮しながら行う。 

 

幼児の動きや表現をよく なが

ら、必要に応じて教 が デ と

なって、幼児と一 に行う。 

 

いが発表を 合い、自分とは

別の意 や考えがあることに 付

き、知ることができるようにする。 

 

 

人間関係の

形成 

環境の把握 

コミュニケ

ーション 

言葉 

人間関係 

表現 

思考力の芽

生え 

数量・図形、

文字等への

関心・感覚 

言葉による

伝え合い 

豊かな感性と

表現 

の をする。 

 

を る。 

 

 

 

などを 付ける。 

 

みがきをする。 

手 い、うがいをするよう をかけ

る。 

幼児が自分でよ えるように、配

の補助をする。 

しく ら るような言葉かけを

しながら一 に る。 

自分の や ンや ン ョン

を 付けるよう支援する。 

に を くように 本を した

り、言葉かけをしたりする。 

を ることの大切さを伝え

る。 

の か は、必要に応じて

み ミで適切な大きさに切る。 

についての話をする等して

しく 事ができる 囲 を作る。 

手なものも、友達や教 と ま

し合いながら してみようとす

る 持 を育てる。 

安 に配慮する。 

健康の保持 

環境の把握 

環境 

健康 

健康な心と

体 

帰りの をする。 

 自分の 持 をか に 

 る。 

をする。 

自分の 持 をか に るよう

支援する。 

配 物（ 手 ）は つ りにして

イ に るように をかけ

る。 

 

物がないか確認する。 環境の把握 

環境 

数量・図形、

文字等への関

心・感覚 

健康な心と

体 

帰りの会をする。 

・ 本の み聞か  

・一日の活動の り り 

・ 日の 定の確認。 

・  

 

一日の びや活動などを り り、

幼児一人一人が しかったことを発

表できるようにする。 

発表している幼児に するよう

をかける。視覚的な ー などを活

用する。 

次の日の活動を しみにできるよう

にする。 

イ を 形にし、 いを 合

えるようにする。 

教 の るさに配慮する。 

日の 定を伝えて、期 が持て

るようにする。 

人間関係の

形成 

人間関係 

表現 

協同性 

言葉による伝

え合い 

保 者などと 校する。 保 者に の一日の を伝え

る。 

日の活動を知ら る。 

保 者と成 を共有し合う。  

※ 本 （ ウ ーの 話） びきのや のがらがらど （ ） ーシ ・ ウン  
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 聴覚障害特別支援学校の指導  
 

聴覚障害特別支援学校幼稚  学 活動（ の会） 指導  

 

 

１ 日 ・    成 日 １５ ０  幼稚 重 教 （ ５ 児） 

 

 活動 定の理   

  の会に いては、 学期に り、一日の まりに期 感を持っている姿が ら るようになった。 
 次の として幼児同 でよりよいコミュニケーションを図り、友達と関わり合 うとする 持 を育 
 てていきたいと考える。 
  シア ーは て を しみながら、友達との関わりを深めら る教 である。一日の まりで 
 ある の会で友達との関わりについて期 感をも 、友達と自ら関わろうとする 持 を育てていきた 
 いと考え、本活動を 定した。 
 ※本活動で とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 人間関係 （ ）友達のよさに 付き、一 に活動する しさを わう。 

  言葉 （５）生活の で必要な言葉が分かり、 う。 

 

 らい   

共 標 

・ に をする。（知識・技能の基礎） 

・ シア ーを て、意欲的に に応える。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・友達や教 と一 に活動する しさや心 よさを感じる。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標  
児・重 学  

聴力（ １００・ １１０） 

・ シア ーを て、 の を しながら し 。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・ の 事に意欲的に り組 。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標  
児・重 学  

聴力（ ５・ ０） 

・ を手話で っくりと大きく表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達からの びかけなど、友達の動きに視 を向ける。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・ シア ーに期 感を持 、 する。（学び向かう力・人間性等） 

個人 標  
５ 児・重 学  

聴力（ ６０・ ０） 

・ シア ーに触 たり、 くで たりすることで、意識することができる。 

（学びに向かう力・人間性等） 

・自分の や友達の を て、手を したり表情で表したりする。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

 展 開 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 等 

１０分 

 

 

 

 

 

日の を確認する。 

が ではじめの をする。 

はよう います。こ から の

会をはじめます。  

 

日の日付を確認する。 

は日付 ー と活動 ー を友

達や教 と確認しながら イ ボ

ー に る。 

 

 

は自分の に る。 

しているか確認して める。 

手話を っくり大きく表現する。 

に視 が向くよう支援をする。 

 

 

の進行を支援する。 は、 ー 

 を友達や教 に しながら イ  

 ボー に るようにする。 

日の活動 ー を し、一つ一つ

に、いつ、どこで、 と、なにをす

るなど、 に する。 

幼児に質 をしたり、確認をしたりす

る。友達にも視 がいくよう支援する。 

ー

 

 

の

言 葉

ー  

 

日 付

ー  

 

イ

ボ ー
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５分 

 

 

シア ーを る。 

が回 する度に、 が

することに が付く。 

 

 

 

 

自分の が たら手を げて

事をしたり、 を げたりする。 

の幼児を で する。 

 

 

が終わりの をする。 

こ で の会を終わります。  

 

 

シア ーを し、幼児同 で ま

る期 感が めら るよう支援する。 

幼児の状況に合わ て、 を の に

したり、手で触 ら たりするな

ど、 関心が めら るよう支援す

る。 

 

幼児同 で しさを共感し合うよう支

援する。 

の幼児の をする には、 で 

 同 に るよう ーの と け を 

 する。 

を 付けるように伝える。 

 ※自立活動の内容に関連する事項 

 （ ）人間関係の形成 

  への の基礎に関すること。 

シ

ア ー 

 

 

 

５  

（１）本 の  

体の  
・自分の がある シア ーを しく活動することができた。 
・ シア ーを幼児が自分から り組もうとすることできた。            

個人  
・ が自分の と分かって活動できた。 

・ シア ーは る けでなく、動かしてみたいという 持 を持つことができた。 

個人  
・ シア ーでは、自分や友達の に することができた。 

・ や教 の びかけに応じることができた。 

個人  
・ の に さ た シア ーに することができた。 

・ シア ーに手を すことができた。 

 

（ ）次の の   

体の  ・幼児が活動 体の動きに合わ て動けるよう支援をする。 

個人の  ・ シア ーを自分で動か るよう支援をする。 

個人の  ・友達に視 が向き、友達の動きに応じら るよう支援をする。 

個人の  ・ シア ーの動きに し、 の動きの を しめるよう支援をする。 

 

※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（ ）言葉による伝え合いを う。  生や友達と心を わ 、言葉でのやりとりを し 。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚  学 ・学 活動（ び）指導  

 

１ 日 ・   成 日 １１ ００ １１ ０     

 

 活動 定の理  

  日常生活で う な手話を覚えら るように手 び などで しく活動している。 は、友達同

での言葉でのやりとりにつなげていけるようにしていきたいと考えている。また、日本語に が

あるのと同じように、手話にも指を らしたり めたり、 る回数を意識したりするなどの があ

る。 く、または っくり表したり、友達と合わ たりするなどして、体 体で を感じて表現す

ることの しさを わってほしいと考える。自分が表現して伝えること けではなく、友達の表現して

いる を ることにも関心を持ってほしいと考え、本活動を 定した。 

 ※本活動で とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 

 表現 （ ）自分のイメージを動きや言葉などで表現したり、 じて りするなどの しさを わう。 

 言葉 （ ）いろいろな体 を じてイメージや言葉を豊かにする。 

 人間関係 （ ）友達のよさに 付き、一 に活動する しさを わう。 

 

 らい   

共 標 

・日常生活で 用する な手話表現を知る。（知識・技能の基礎） 

・表現することの しさを知る。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・意欲的に体を動かし、友達と一 に活動する しさを わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標  
児・重 学  

聴力（ ） 

・教 の手の形をよく て、 かく する。（知識・技能の基礎） 

・友達や教 の表現方法を て、いろいろな表現のイメージを らま る。（思考力・判断

力・表現力の基礎）                      

個人 標  

５ 児・重 学

人工内耳 

・生き物の ー を て、自分なりのイメージで身体を動かす。（思考力・判断力・表現

力の基礎）                     

・友達と共に ー を持 、一 に活動する しさを わう。（学びに向かう力・人間性等） 

個人 標  

児・重 学  

聴力（ ） 

・動物になりきり、身体を大きく動かして表現する。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

・自分から意欲的に友達と関わり、一 に活動する しさを わう。（学びに向かう力・人

間性等） 

個人 標  

５ 児・重 学  

聴力（ ） 

・ や に合わ て、手話や身 りで表現する。（知識・技能の基礎） 

・友達の表現に を持 、動きのイメージを らま る。（思考力・判断力・表現力の基礎） 

個人 標  

５ 児・重 学  

人工内耳 

・ ー や友達の動きを て、イメージを らま 、身体を動かす。（思考力・判断力・

表現力の基礎） 

・友達の や活動に を持 、 しようとする。（学びに向かう力・人間性等） 

 

 展 開 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 

等 

５分 

 

 

 

１０分 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじまりの手 びをする。 

 あたま・かた・ ・  

 ー・ ョ ・ ー  

 手をたたきまし う   など 

話をする教 に するよう言葉かけをする。 

幼児が期 感を持って り組めるよう イミ

ン を ながら行う。 

 

ア  

 

 

 

ア  

 

 

 

 

 

 

 

 

握手でこ に は の に合わ た 

表現をする。 

日常で 用する な手話を知る。 

友達と向き合い、 話しをする。 

 

友達と一 に行うことを意識できるよう支援 

 する。 

手話が理 できるよう、 本では っくり手 

を動かす。 

※自立活動の内容に関する事項 

（６）コミュニケーション 

 ア コミュニケーションの基礎的能力に関す 

   ること。 
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１０分 

 

 

 

 

 

 

５分 

 

いきものになろう の ミ

をする。 

※ う ーン、 ーン（ っくり

本 で歩き、 を る）  

  くま ン、ウン、 ン、ウン（

本 で みながら歩く）  

  かに ン ン ン ン（ 向きで

つ しながら歩く）  

  かえる ン、 ン（ 手

を いかえる びをする）  

  ど り （ を

して がり 回 する）  

手話表現 けでの理 が難しい幼児には、

ー に できるよう かけをする。 

本では、大きく身体を動かして表現し、幼児

のイメージを き すよう支援する。 

幼児が自 に表現できることを大切にした 

 支援をする。 

 

 

 

 

 

ー

 

 

 

 

 

 

 

ア  

 

ー  

る る まわ の に合わ て

友達と一 に動く。 

い終わりは を して くする合

図で、み なで一 に に る。 

友達と一 に ー をも 、友達と動きを

合わ て回るよう支援する。 

※自立活動の内容に関する事項 

  人間関係の形成 

（ ） への の基礎に関すること。 

終わりの をする。 しく活動できたことを り る。 の

幼児の かった を める。 

 

５ の  

（１）本 の  

体  

の 動や の を合図に、 の に合わ て動くことができた。生き物の表現や手

び は、自分から意欲的に り組 姿が ら た。 り し行っている活動であるため、

しがもて、友達と一 に しい 囲 の で り組めるようになってきた。 

個人  
教 の手の形に し、自分から進 で手話表現をすることができた。友達の表現する

に し、いろいろな表現方法を考えることができた。                 

個人  
ー からイメージを らま 、自分なりの表現で しく体を動かすことができた。友達

と一 に ー を持 、一 に活動する しさを わうことができた。          

個人  

動物の表現では、 の特 をよくつかみながら動物に成りきって体を動かしていた。

ー を っての活動では、友達の動きに合わ て さを しながら回る姿が ら

た。す ての活動に して することができた。 

個人  
手 びが まると、 に合わ て自分から表現を し 姿が ら た。手の や向きなど、

意欲的に をしようとして り、 に合わ て り組 ことができた。 

個人  
きな活動（ ミ 、 る るまわ ）では、自分から しようとする姿が ら た。

し た からではあったが、友達の に し、 し で体を動かすことができた。 

（ ）次の の  

体の  
幼児がいろいろな表現方法で しく できるように、一人一人が発表できる を け

るなど、幼児の表現やなりきった の 持 を 体に ィー する 間を作る。 

個人の  よりイメージが豊かになるように、言葉かけを工夫していく。            

個人の  
・関心を き し、表現することへの意欲につなげるために しい活動を み重

ていく。 

個人の  次の として手話の を教 と一 に確認しながらできるようにする。 

個人の  し で活動に できているため、友達の動きに するよう支援をする。 

個人の  
しをもって安心して活動に できるよう ー などを有 に活用する。また、

きな活動を り 、活 できる を作る。 

※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（ ）言葉による伝え合い  な手話表現による、友達とのやりとりや表現を し 。 

（１０）豊かな感性と表現  いろいろな方法で表現することの びを知る。 
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聴覚障害特別支援学校幼稚  学 活動（ 本の み聞か ・ っこ び） 指導  

 

１ 日 ・   成 日  １１ ０ １ ００  幼稚 教  

 

 活動 定の理   

  本学 は、自分の 持 を伝えたいという意欲の い幼児が く、幼児同 で関わり合うことを し  
 でいる。体 活動に いては、幼児同 で関わり合いながら、自分なりの工夫を えて ような姿が  
 ら る。本学 は、 み聞か を日常的に行って り、 本に ・関心をもつ幼児が い。 
  本 は、幼児の くが しみにしている を とし、 ・関心が い 本を り ることによ 
 り、自分の 持 を伝えたいという意欲や、幼児同 で関わり合うような力をさらに していきたいと 
 考えている。 
 ※本活動で とする幼稚園指導要領５領域の内容に関連する事項 
 人間関係 （５）友達と 的に関わりながら びや しみを共感し合う。 

 

 本 の 標 

共 標 

・ 本の内容を知る。（知識・技能の基礎） 
・ する動物になりきって、友達や教 とのやりとりを し 。（思考力・判断力・表現 
 力の基礎） 

個人 標  

児 
聴力（ ） 

・ 本の内容を理 することができる。（知識・技能の基礎） 

・活動の に って友達や教 と一 に し ことができる。（学びに向かう力・人間 

 性等） 

個人 標  

児 
聴力（ ） 

・ 本の内容や 人物を理 することができる。（知識・技能の基礎） 
・ を るなど、友達の動きに合わ ながら活動を し ことができる。（思考力・判 
 断力・表現力の基礎） 

個人 標  

児 
聴力（ ） 

・ 本の内容や 人物を理 することができる。（知識・技能の基礎） 

・ 本に する動物を自分で び、友達や教 とのやりとりを し ことができる。 

（思考力・判断力・表現力の基礎） 

 

 展 開 

間 幼児の活動 教 の指導と支援 等 

分 まって をする。 ・関心がもてるよう の を

す。 

 

１０分 
 

本の み聞か  

  
 

幼児が 本の える に るよう 

 言葉かけをする。 

幼児と対話しながら 本を み進める。 

本 

うし

   

 え く 

わくわく  

 

１５分 

 

 

 

 

っこ 
 シー り、ボー げ、なわとび 
 

安 に配慮をしながら 具を配 する。 

幼児一人一人の理 状況に応じて  

 の用具の い方の 本を す。 

一人 つ活動し、 っている幼児には、 

 の幼児の活動に するよう言葉か 

 けをする。 

※自立活動内容に関連する事項      

（ ）人間関係の形成          

  への の基礎に関すること。 

・シー  

・ボー  

・か  

・なわと 

 び 

 

 

分 まって をする。 次の日も同じ活動をすることを伝え、次

回も期 感がもてるような びかけを

する。 
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５ の  

（１）本 の  

体の  
・ する人や動物の動きや、物語 体の を理 することができた。 
・友達や教 と一 に し で活動することができた。                

個人  
・ 本の内容を 分的に理 することができた。 

・友達や教 の動きに合わ ながら自分がやりたいを活動を し ことができた。 

個人  
・ 本の内容を概 理 することができた。 

・友達や教 の動きに合わ ながら、 を って活動を し ことができた。 

個人  

・ 本の内容を や手話を えながら概 理 することができた。 

・ する動物を自分で び、動物になりきり、友達や教 とのやりとりを し ことができ 

 た。 

 

（ ）次の の   

体の  ・幼児が 体的に活動できるよう支援する。 

個人の  ・ 々の活動の で、回数を めて終わりが分かるようにする。 

個人の  ・ 々の活動に しが持てるよう っくりと い方を して理 できるようにする。 

個人の  ・ 本の 人物が ったか、活動 の 持 を確認する。 

 

※本活動に ける 幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 との関連 

（１）健康な心と体      体 活動（シー り、ボー げ、なわとび） 

（ ）言葉による伝え合い   本 うし  え く わくわく の み聞か  
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特別支援教育教育 成要領 特別支援学校 幼稚 協力  
 
特別支援学校塙保己一学園   

     校  
   ミ  教  
   周   教  
     教  
 
特別支援学校大宮ろう学園  

   えつ  校  
   理  教  
     教  
      教  
 
特別支援学校坂戸ろう学園  

     教  
   か り 教  
     教  
 
特別支援教育  

       
     指導 事 
  本 一  指導 事 
      指導 事 
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